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▼
実
は
広
報
担
当
に
な
っ
て
初
め

て
成
人
式
の
取
材
に
行
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
と
て
も
元
気
！ 

こ
れ
ま
で

に
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
人
も

い
て
、時
の
流
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

今
年
開
催
で
き
て
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！ 

そ
ん
な
今
林
は
34
歳

で
二
児
の
父
、腰
痛
持
ち
。
時
の

流
れ
を
感
じ
ま
す
…
。　

   

今
林

▼
今
月
は
成
人
式
を
取
材
。
市
内

の
５
２
４
人
が
新
成
人
と
し
て
、

新
し
い
門
出
を
迎
え
ま
し
た
。
今

年
は
4
月
に
民
法
改
正
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
18
歳
が「
成
人
」に
な
り
、

大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
特
別
な

年
で
す
。「
大
人
っ
て
何
で
す
か
？
」

と
聞
か
れ
た
時
に
答
え
ら
れ
る
よ

う
、自
分
な
り
の
回
答
を
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。 　
　
　

 

三
代

▼
菊
池
渓
谷
へ
向
か
う
国
道

３
８
７
号
沿
い
に
あ
る
ブ
ド
ウ
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
。
実
は
あ
れ
、今
月

の
菊
池
人・
佐
々
木
さ
ん
の
直
売

所
敷
地
内
に
設
置
し
て
あ
る
も
の

で
、息
子
さ
ん
の
手
作
り
作
品
な

ん
で
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
浮

き
球
で
作
ら
れ
た
と
か
。「
何
だ

ろ
う
？
」と
不
思
議
だ
っ
た
の
で

や
っ
と
謎
が
解
け
ま
し
た
。 

東
田

旭　公 旭志公民館
旭　図
泗支所

旭志図書館
泗水支所

こ健セ こども健診センター
泗　公 泗水公民館

泗　ホ
泗　図

泗水ホール
泗水図書館

菊文館 菊池市文化会館
児童セ 児童センター
西部セ 西部市民センター
菊中図 菊池市中央図書館
菊中公
菊福館

菊池市中央公民館
菊池市福祉会館

菊市所 菊池市役所本庁舎 菊老福 菊池老人福祉センター

七支所 七城支所
七城多目的研修センター

七　公
七　図

七城公民館
七城図書館

菊市広 菊池市ふるさと創生市民広場

旭支所 旭志支所

七多セ

菊池人
佐々木浩一さん

税金は必ず納めましょう
市県民税・所得税
申告の手引き
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情報と元気を発信するマガジン

広報きくち

二十歳の誓い

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat

30 31 2/1 2
■献血⑪
9：3０～11：00、12：15
～16：00 菊市所
●1歳６カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

3
◆すくすく講座⑳
10：30～１１：30西部セ

4
●音読&モノづくり
10：０0～七　図

5
●おはなし会
10：30～菊中図

6 7 8
■年金出張相談　
10：00～15：30（ 要予
約）菊市所健康推進課
●6･7カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

9
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
菊市所総務課
●3歳児健診 13：00～
13：30（受付）こ健セ
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

10
■手話通訳者配置
9：00～正午菊市所
◆すくすく講座⑳
10：30～１１：30西部セ
●3･4カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

11 建国記念の日
●大人の学びカフェ

「はじめての積立投資」
⑬ 17：00～菊中図
◆雛人形展示�
～３月６日 菊池観光交
流館、キクロス、菊市所

12
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会
11：00～泗　図
◆市ボランティア
連絡協議会交流会⑳
13：00～１5：30菊福館

13 14 15
●6･7カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ
■認知症サポーター
養成講座⑲ 14：00～
菊市所 

16
●赤ちゃんおはなし会
10：30～菊中図
●3歳児健診 13：00～
13：30（受付）こ健セ
■男女共同参画専門
委員相談⑱
13：30～16：30（要予
約）菊市所人権啓発・
男女共同参画推進課
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

17
◆すくすく講座⑳
10：30～１１：30西部セ
●3･4カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ

18 19
●おはなしパレット&
えいごのおはなし会
10：30～菊中図
●おはなし会
11：０0～七　図
◆菊池川流域高校生
サミット・地域連携プ
ロジェクト⑳ 11：00～
八千代座、交流施設
●おはなし会
14：00～旭　図

20
●おたのしみ会
14：00～泗　図
■装飾古墳館・菊文研
講座⑲
13：30～１5：00
鞠智城研修施設

21
●育児教室
9：20～10：00（受付）
こ健セ

22 
■献血⑪
9：3０～11：30旭　公
■年金出張相談　
10：00～15：30（ 要予
約）菊市所健康推進課
●2歳６カ月児歯科教室
13：20～13：40（受付）
こ健セ
■もの忘れ相談会⑲
13：30～15：00（要予約）
菊市所高齢支援課

23  天皇誕生日 24
■手話通訳者配置
9：00～正午泗支所
■弁護士相談
9：00～正午（要予約）
泗支所総務課
■献血⑪
9：3０～正午泗支所
■行政無料相談
10：00～正午泗支所
総務課
◆すくすく講座⑳
10：30～１１：30西部セ
■認知症介護家族の
つどい⑱　１３：３0～

（要予約）菊福館

25
●おはなしの部屋
11：０0～泗　図
●1歳６カ月児健診
13：00～13：30（受付）
こ健セ
■納税相談夜間窓口⑲
～28日㈯㈰除く
～２０：００菊市所

26
●おはなしのもり
10：30～菊中図
●しすいっ子童話会
11：00～泗　図
●JAXAコズミック
カレッジ 星砂を探そう
⑬ 13：30～七　図
●やさしい日本語講演会
14：00～菊中図

27
◆（鞠智城）特別ガイド
ツアー 南側土塁編⑲
13：30～１5：30
歴史公園鞠智城・温故
創生館

28 3/1
■こころの健康個別
相談会⑲
10：00～16：00（要予約）
菊市所 福祉課

2
■医療的ケア児看護師
研修⑱
10：30～１2：30菊中公
■窓口延長（各種証明
書の発行）～２０：００
菊市所 市民課

3
●新米ママの子育て
おしゃべり広場⑳
14：00～１6：00菊中公
◆吊るし雛展示�
～21日 わいふ一番館

4 5

新型コロナウイルス感染
症の影響により掲載内容
が変更になる場合があり
ます。最新情報はホーム
ページをご確認ください。

令和４年菊池市成人式



令和3年12月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：47,409 人 －80
　 菊池：23,453 人 －49
　 七城： 5,159 人 －20
　 旭志： 4,273 人 －11
　 泗水：14,524 人 0
男　性：22,783 人 －29
女　性：24,626 人 －51
世　帯： 19,641 世帯 －10

年齢別人口 
0～14歳 6,045 人 13%
15～64歳 25,137 人 53%
65歳以上 16,227 人 34%

自然増減 社会増減
出  生：18 転  入： 69
死  亡：56 転  出： 93

Contents ～今月号の掲載項目～

今月の表紙
１月中旬、わいふ食堂（東正
観寺）では現在開催中の「菊
池水田ごぼうフェア」の提供
料理を試作していました。経
営するのは堂

どう

園
ぞの

順
じゅん

一
いち

郎
ろう

さん、
惠
けい

子
こ

さん夫妻（高野瀬）。「水
田ゴボウはやわらかい上に
香りがいい」と太鼓判を押し
ます。恵子さんは「ぜひ家庭
でも味わってほしい」と笑顔
を見せました（関連20㌻）。

３ 菊池人　佐々木浩一さん

４ 令和4年菊池市成人式  二十歳の誓い
6 市県民税・所得税  申告の手引き
8 プラチナ未来人財育成塾

10
11

健康だより 高血圧に要注意／歯ッピーキッズ
国民年金情報／献血のお知らせ／介護予防ミニ講座

12
13

文芸きくち
KiCROSSだより

14

15

人権・同和教育シリーズ
はい！ こちら菊池市消費生活センターです！
菊池一族の遺産／交流の絆／わいふ一番館／菊池観光協会

16

～

20

情報つう
▼お知らせ　住民税非課税世帯などに対する臨時特別給付金／ひ
とり親世帯の皆さんへ／特定（産業別）最低賃金が改定されました／
菊池税務署からのお知らせ／道路にはみ出した樹木は枝切り・伐採し
てください／市道の危険箇所を発見したらご連絡ください／保険証
は正しく使いましょう／２月の「税」の納期限2月28日㈪／今年度最
後の集団検診を実施します／医療費通知（医療費のお知らせ）を送付
します／上下水道料金の支払いは口座振替が便利です／農業保険
をご存知ですか／住宅金融支援機構からお知らせ
▼募集　熊本さわやか大学校入学生募集／医療的ケア児看護師研
修／第21回くまもと障がい者スポーツ大会参加者募集／令和３年度
第３回市営住宅補充入居者募集
▼相談・講演講習　認知症介護家族のつどい／ひとりで悩まない
で男女共同参画専門委員相談／もの忘れ相談会／納税相談夜間窓
口を開設します／シルバー人材センター入会説明会開催／いのち
の電話相談／こころの健康個別相談会を開催します／認知症サポー
ター養成講座／装飾古墳館・菊文研講座／菊之城跡周辺確認調査
成果報告講演会
▼イベント　特別ガイドツアー鞠智城南側土塁編／菊池川流域高
校生サミット・地域連携プロジェクト／新米ママの子育ておしゃべり
広場／未就学児のためのすくすく講座／わくわく パレアフェスタ／
菊池水田ごぼうフェア／市ボランティア連絡協議会交流会／第67
回熊日菊池桜マラソン

21 市民の広場／菊池のひなまつり

22

23

地域おこし協力隊通信／第7回「身近な風景自慢」フォト
コンテスト
農業委員会だより

24
25

高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

26 TOPICS～まちの話題～
３0
31

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー／菊池市赤ちゃんの駅登録施設紹介

公式ホームページ

市民の暮らしに必要な情報やまちの話題などを掲載しています。

新型コロナウイルス感染症の影響により掲
載内容が変更になる場合があります。最
新情報はホームページをご確認ください。

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している人、
伝統を受け継いでいる人など、菊
池で頑張っている人を募集します。
本市在住であれば自薦・他薦は問
いません。詳しくは市長公室まで
お問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

31 2

Profile　ささき・こういち
昭和28年11月6日生まれ。平成元年から妻の豊美さん
と共に重味でピオーネやシャインマスカットなどの10品
種以上のブドウを栽培。第56回熊本県農業コンクール
大会の食と農部門で秀賞受賞。熊本県指導農業士。趣
味はサックスや魚釣り、ゴルフなど。クレー射撃では県民
体育祭の団体で数々の賞を受賞した。高野瀬在住。68歳。

ブドウ農家（佐々木農園）

佐々木 浩一さん

1_共にブドウを作ってきた妻の豊
とよ

美
み

さん㊧には「感謝でいっぱい」と浩一さん。現在は
息子の崇

たか

宏
ひろ

さん㊨が跡を継いでいる 2_「木が命だけん、健康に育つ環境作りが大切」。
自然本来の力を引き出すことを心掛けている 3_体験学習では栽培過程も見せている 

ブドウ作りで
　幸せを届ける

広報きくちが
グランプリを受賞

　第65回熊本県広報コンクールで「広報きく
ち」がグランプリ（熊日賞）、1枚写真の部では
佳作を受賞しました。このコンクールは市町
村の広報活動の活性化および広報紙編集技
術の向上を図ることを目的に実施されており、
広報きくちのグランプリ受賞は３年ぶりです。
　戦争や認知症、菊池米など幅広いテーマで
特集を掲載し、市民の皆さんの活動や思いが
読者に伝わるように心掛けて記事を作ってい
ます。
　この受賞を励みに、これからも市民の皆さ
んに親しまれる広報紙づくりに努めていきます。

第65回熊本県広報コンクール

3 22022 February広報きくち2022 February広報きくち



新成人の代表２人が、誓いの言葉を述べました。

1.3.4.5.7.8.10_ 晴れやかな表情の新成人たち 2_ 実行委員の皆さん。（順不同）水元裕梨さん、迫将太さん、田﨑明莉さん、三牧
亮介さん、司会進行は大

おお

野
の

未
み

夢
ゆ

さん（高野瀬）、中
なか

尾
お

愛
あい

香
か

さん（伊坂）、斎
さい

藤
とう

斗
と

明
あ

さん（小原）、渡邉夕海さんが務めた 6_ 恩師からの
言葉に手を振って応える新成人 9_式典であいさつをする実行委員長の水元さん

■■■■さん

　
成
人
式
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
育

て
て
く
れ
た
両
親
や
友
人
、
先
生
方
や

地
域
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
不
安
を
感
じ
な
が
ら
過
ご
す

日
々
が
続
く
中
、
私
た
ち
を
支
え
、
応

援
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
熊
本
地
震
や
九
州
豪

雨
な
ど
大
規
模
な
自
然
災
害
に
も
直
面

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
困
難
を

乗
り
越
え
、
今
は
夢
に
向
か
い
充
実
し

た
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
は
同
じ
く
自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
、

夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
る
人
が
い

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
ど
う
乗
り
越
え
る

の
か
、
社
会
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
私

た
ち
が
考
え
行
動
す
る
番
で
す
。
こ
れ

か
ら
待
ち
構
え
る
た
く
さ
ん
の
困
難
も
、

周
り
を
支
え
、
支
え
て
も
ら
い
な
が
ら

乗
り
越
え
て
い
き
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
自
分
の
行
動
に
責
任
を

持
ち
、
周
り
の
方
々
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
に
日
々
精
進
し
て
い
く
こ
と
を
宣
言

し
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
大
人
と
し
て
の
門
出
を

迎
え
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
不
安
を
持
っ

て
い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
今

ま
で
当
た
り
前
に
過
ご
し
て
い
た
時
間

の
貴
重
さ
を
認
識
す
る
き
っ
か
け
に
な

り
ま
し
た
。
共
に
過
ご
し
た
友
人
や
先

生
方
と
再
び
会
う
こ
と
が
で
き
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
高
校
の
時
、
菊
池
女
子
舞
を
通

し
て
菊
池
市
の
良
さ
を
広
め
る
活
動
に

取
り
組
み
、
菊
池
市
の
素
晴
ら
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
踊
り
を
見
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
の
温
か
い
言
葉
で
よ
り

菊
池
市
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
に
は
音
楽
教
師
に
な
る
夢
が
あ
り

ま
す
。
自
信
を
無
く
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
友
人
の
頑
張
る
姿
や
た
く
さ
ん

の
応
援
の
言
葉
を
思
い
出
し
、
日
々
努

力
で
き
て
い
ま
す
。
私
は
菊
池
市
に
生

ま
れ
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
私
た
ち
で
す
が
、

お
互
い
支
え
合
い
、
助
け
合
う
よ
う
な

社
会
人
に
な
る
よ
う
日
々
精
進
す
る
こ

と
を
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。

8

23

46

7

8
910

1

5

令和４年菊池市成人式

行
動
に
責
任
を
持
ち
、日
々
精
進

お
互
い
に
支
え
、

助
け
合
う
よ
う
な
社
会
人
に

迫は
ざ
ま　

将し
ょ
う

太た

さ
ん

田た

﨑さ
き

明あ
か

莉り

さ
ん

成
人
を
祝
し
大
成
を
祈
る

　
令
和
4
年
菊
池
市
成
人
式
が
1
月

9
日
、
菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
５
２
４
人
が
新
成
人

と
し
て
、
大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
開
催
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
感
染

対
策
を
施
し
た
上
で
実
施
。
開
式
前

に
は
、
実
行
委
員
に
よ
る
中
学
校
ご

と
の
思
い
出
の
写
真
を
ま
と
め
た

ム
ー
ビ
ー
を
上
映
し
ま
し
た
。
式
典

で
は
、
実
行
委
員
紹
介
の
後
、
委
員

長
の
水み

ず

元も
と

裕ゆ
う

梨り

さ
ん
（
上
出
田
）
が

あ
い
さ
つ
。「
困
難
に
立
ち
向
か
う

人
々
の
力
に
な
れ
る
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
社
会
、
世
界
に
貢

献
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
努
力
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
三み

牧ま
き

亮り
ょ
う

介す
け

さ
ん
（
間
所
）
の
開
式

宣
言
の
後
、
江え

頭が
し
ら

実み
の
る

市
長
が
「
社
会

が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
よ
う
と
、
皆

さ
ん
一
人
一
人
が
ゆ
る
ぎ
な
い
信
念

と
自
信
を
持
っ
て
、
自
身
の
夢
や
希

望
に
向
か
い
、
悔
い
の
な
い
人
生
を

切
り
拓
い
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
式

辞
。
中
学
校
時
代
の
恩
師
も
駆
け
つ

け
、
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
迫は

ざ
ま

将し
ょ
う

太た

さ
ん
（
太
田
）、

田た

﨑さ
き

明あ
か

莉り

さ
ん
（
深
川
）
が
「
二
十

の
誓
い
」
を
述
べ
た
後
、
水
元
さ
ん

の
交
通
安
全
宣
言
、
渡わ

た

邉な
べ

夕ゆ

海み

さ
ん

（
朝
日
団
地
）
の
閉
式
宣
言
で
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。
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期
間
内
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

　
市
県
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告
は
、
市

県
民
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
算
出
基
礎

に
な
る
も
の
で
す
。

　
申
告
し
な
か
っ
た
場
合
、
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
措
置
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
各
種
証
明
書
な
ど
の
発
行
が

で
き
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

　
令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
内
に

住
所
が
あ
る
人
で
前
年
中
に
次
の
所
得
が

あ
っ
た
人

▼ 

営
業
、
農
業
、
不
動
産
、
配
当
な
ど
の

所
得
が
あ
っ
た
人

▼ 

給
与
所
得
者
で
そ
の
他
の
収
入
が
あ
っ

た
人

▼ 

日
雇
い
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど

の
収
入
が
あ
っ
た
人

▼ 

退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い
人
（
年

末
調
整
が
未
済
で
控
除
な
ど
の
追
加
が

あ
る
人
）

▼ 

遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税

年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
た
人

▼ 

公
的
年
金
受
給
者
で
社
会
保
険
料
な
ど

の
控
除
を
受
け
る
人
や
ほ
か
の
収
入
が

あ
っ
た
人

▼ 

世
帯
主
が
本
市
外
へ
単
身
赴
任
な
ど
で

転
出
し
て
い
る
家
族
の
人

▼
収
入
が
な
か
っ
た
人
な
ど

申
告
し
な
く
て
も
よ
い
人

▼ 

税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

人
▼ 

所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
、
事
業
主
か

ら
給
与
支
払
報
告
書
が
本
市
に
提
出
さ

れ
て
い
る
人
（
年
末
調
整
済
の
人
）

▼ 

収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
所
得
控
除
の

必
要
が
な
い
人

※ 

左
記
（
７
㌻
）
の
申
告
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー

ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

申
告
に
必
要
な
も
の

▼
収
入
（
所
得
）
を
証
明
で
き
る
資
料

▼�

源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
公
的
年
金
な
ど
）、

支
払
証
明
書

▼�

収
支
内
訳
書
（
農
業
や
営
業
な
ど
の
事

業
所
得
、
不
動
産
所
得
が
あ
る
人
）

▼�

保
険
料
支
払
証
明
書
（
生
命
保
険
、
地

震
保
険
、
社
会
保
険
な
ど
）

▼�

医
療
費
控
除
用
明
細
書
（
病
院
ご
と
に

金
額
を
計
算
し
た
も
の
）

▼�

所
得
控
除
の
確
認
の
た
め
必
要
な
資
料

（
障
害
者
手
帳
な
ど
）　　

▼�

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
、

公
的
医
療
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど
の

写
し
）

▼�

利
用
者
識
別
番
号
（
税
務
署
か
ら
届
い

て
い
る
人
の
み
）

▼ 

そ
の
他
、
申
告
に
必
要
な
資
料

※ 

会
場
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

申告フローチャート

令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
、菊
池
市
に
住
ん
で
い
た
。

収入なし

主に年金収入

主に給与収入

・ 事業所得（農業、営業など）
・不動産所得
・雑所得
・一時所得
・利子所得
・配当所得
・総合譲渡所得

非課税収入のみ（遺族年金、
障害年金、失業給付金など）

・譲渡所得（土地・建物）
・先物取引の雑所得
・株式等の譲渡所得
・ 上場株式などの配当所得
・山林所得
※ 確定申告が不要な場合もあり

ます

申告不要

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

税務署で
確定申告

（関連16㌻）

確定申告

確定申告

確定申告

確定申告

申告不要

申告不要

・ 年金収入のみで148万円（65歳未満は98万円）
以下である

・ 年金収入のみで148万円（65歳未満は98万円）
超、400万円以下

・ 年金収入が400万円以下で、他の所得（20万
円以下）がある

・ 年金収入のみで400万円を超える

・ 年金収入以外の所得が20万円を超える
　（年金収入金額に関係なく）

・ 年末調整が済んでいる（１カ所からの給与のみ）
・ 給与収入が93万円以下

・ 給与収入以外の所得が20万円以下である

・ 所得金額より控除が多い場合
　（所得税が課税されない）

・ 所得金額より控除が少ない場合
　（所得税が課税される）

・ 菊池市在住の親族の税法上の扶養になっている

・ 誰の税法上の扶養にもなっていない
・ 菊池市以外の親族の税法上の扶養になっている

・ 年末調整の内容に変更がある
・ 医療費控除を受ける
・ 雑損控除を受ける
・ ２カ所以上から給与の支払いを受けた
・ 新規に住宅借入金等特別控除を受ける
・  年末調整が済んでいない
　（※給与収入93万円以下も含む）
・ 給与収入が2千万円を超える
・ 給与収入以外の所得が20万円を超える
　（給与収入金額に関係なく）

菊
池
市
へ
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
令
和
４
年
1
月
1
日
に

住
ん
で
い
た
市
区
町
村
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ー
ト

令
和
３
年
中
に
ど
ん
な
収
入
が
あ
り
ま
し
た
か
？

NO

YES

・簡易に判断する場合のフローチャートです。不明な点はお問い合わせください。
・年齢は令和４年１月１日現在です。
・納め過ぎた所得税の還付申告を受ける場合は、下表に関わらず確定申告が必要です。
・住宅借入金等特別控除を受ける初年度の人は税務署で確定申告をしてください。
・雑損控除を受ける場合は、内容次第で税務署にご案内する場合があります。

市県民税・所得税市県民税・所得税
申告申告のの手引き手引き

２月16日㈬ ３月15日㈫
※㈯㈰㈷を除く

申告期間

【問い合わせ先】  税務課市民税係 ☎0968（25）7206

【受付時間】 午前の部：午前8時40分～11時　午後の部：午後1時～4時
【受付会場】 本庁舎１階会議室、七城公民館※、旭志支所、泗水支所

※七城会場のみ公民館となっています。ご協力をよろしくお願いします
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作　文 作　文

　
私
は
、
昨
年
８
月
10
日
か
ら
13
日
の
計

４
日
間
、「
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
材
育
成
塾

＠
オ
ン
ラ
イ
ン
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
最

初
は
、
参
加
者
の
方
に
は
ど
の
よ
う
な
人

が
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
不
安
や
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
う
ま
く
講
義
や
話
し
合
い
に
参
加
で

き
る
か
と
い
う
心
配
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
い
ざ
参
加
し
て
み
る
と
、
そ
の
よ

う
な
不
安
や
心
配
の
こ
と
は
す
ぐ
に
忘
れ

ら
れ
る
ほ
ど
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
何
よ
り
、
私
に
無
い

考
え
を
色
々
持
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん

い
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
同
じ
中

学
生
や
チ
ュ
ー
タ
ー
の
大
学
生
の
方
な
ど

と
意
見
交
換
を
す
る
場
面
で
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
あ
り
な
が
ら
一
人
一
人
の
意
見
を

し
っ
か
り
聞
く
雰
囲
気
が
あ
り
、
共
感
し

合
い
な
が
ら
話
し
合
い
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
普
段
話
し
た
こ
と
の
な
い
人
の
意

見
や
考
え
方
を
聞
き
、
私
と
は
違
う
考
え

方
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
視

野
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
私
の
心
に
一
番
残
っ
た
講
話

に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
山や

ま

極ぎ
わ

壽じ
ゅ

一い
ち

先
生
の
「
あ
ま
の
じ
ゃ

く
な
考
え
方
に
つ
い
て
」
で
す
。
山
極
先

生
は
、
日
本
を
代
表
す
る
人
類
学
者
で
、

人
類
学
・
生
態
環
境
生
物
学
を
専
門
に
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
ゴ
リ
ラ
の
研
究

に
つ
い
て
は
日
本
の
第
一
人
者
で
、
研
究

の
た
め
野
生
の
ゴ
リ
ラ
の
間
近
で
生
活
を

し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
み
な

さ
ん
は
、
人
間
は
な
ぜ
相
手
の
目
を
見
て

話
す
の
か
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？�

山
極

先
生
に
よ
る
と
、
ゴ
リ
ラ
は
顔
を
近
づ
け

て
意
思
疎
通
を
図
る
の
に
、
人
間
は
目
を

見
て
話
し
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
人
間
は

相
手
の
目
を
見
て
感
情
を
読
み
取
る
か
ら

だ
そ
う
で
す
。

　
私
は
、
こ
の
お
話
を
聞
い
て
、
た
し
か

に
そ
う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
相
手
の
目

を
見
る
こ
と
は
何
と
な
く
大
事
だ
と
は
こ

れ
ま
で
も
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
こ

と
に
対
し
て
、「
な
ぜ
」「
ど
う
し
て
」
な

ど
と
い
う
こ
と
は
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
こ
の
一
つ
の
例
だ
け
で
な

く
、
今
ま
で
私
は
、
身
の
回
り
に
た
く
さ

ん
あ
る
「
当
た
り
前
」
に
対
し
て
、「
な

ぜ
？
」「
ど
う
し
て
？
」
と
客
観
的
に
考

え
る
こ
と
は
と
て
も
少
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
山
極
先
生
の
お
話
を
聞

い
て
、
自
分
の
中
の
「
当
た
り
前
」
を
、

客
観
的
・
否
定
的
に
捉
え
直
す
こ
と
で
、

新
た
な
発
見
が
あ
り
、　

相
手
の
立
場
に

な
っ
て
物
事
を
考
え
る
こ
と
に
も
繋
が
る

の
だ
と
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
つ

ま
り
、「
あ
ま
の
じ
ゃ
く
な
考
え
方
」と
は
、

物
事
の
本
質
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
姿
勢

や
、
身
の
回
り
で
起
き
て
い
る
出
来
事
に

対
し
て
一
度
立
ち
止
ま
り
、
問
い
を
持
つ

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　
私
は
、
今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
持
続

可
能
な
プ
ラ
チ
ナ
社
会
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
、
自
分
に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め

に
、
ま
ず
は
、
今
ま
で
の
考
え
方
を
見
直

し
て
視
野
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
普
段
の
生
活
の
中
で
、
山
極
先
生

の
講
話
か
ら
学
ん
だ
、
自
分
の
「
当
た
り

前
」
や
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
に
と
ら
わ
れ

な
い
こ
と
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
是
非
、山
極
先
生
の「
あ

ま
の
じ
ゃ
く
の
考
え
方
」
で
身
の
回
り
の

出
来
事
を
眺
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ

と
新
し
い
発
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私

は
4
日
間
の
研
修
を
通
し
て
、
自
分
の
見

方
が
広
が
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
先
も
、様
々
な
人
に
出
会
い
、

話
し
を
す
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
み
に
な

り
ま
し
た
。

七城中学校３年　隈
くま

部
べ

千
ち

代
よ

乃
の

さん 菊池南中学校2年　平
ひら

山
やま

藍
ら

々
ら

花
か

さん

参加報告 参加報告

プラチナ未来人財育成塾に参加して 自分の「当たり前」を見直していきたい

プラチナ未来人財育成塾 プラチナ未来人財育成塾
未来のリーダーを育成することを目的として開催されている「プラチナ未来人財
育成塾」。毎年各中学校の代表生徒を派遣しています。広報きくち１２～3月号で
参加した生徒の報告書を紹介します。

未来のリーダーを育成することを目的として開催されている「プラチナ未来人財
育成塾」。毎年各中学校の代表生徒を派遣しています。広報きくち１２～3月号で
参加した生徒の報告書を紹介します。
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問い合わせ先 健康推進課高齢者医療・年金係  ☎0968（25）72１８

国民年金は「老齢年金」「障害年金」「遺族年金」の３つの年金があり、“今”と“将来”
を支える大切な備えです。日本に住んでいる20歳以上60歳未満のすべての人が
加入する国民年金の情報をお伝えします。

問い合わせ先 健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

因
子
は
生
活
習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で

発
病
を
予
防
し
た
り
、
遅
ら
せ
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
血
圧
に
早
く
気
付
い
て
治
療
を
開

始
す
る
こ
と
で
、
血
管
を
守
る
こ
と
が

で
き
、
他
の
疾
患
に
か
か
る
こ
と
を
予

防
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

血
圧
が
高
い
状
態
が
続
く
と

　

高
血
圧
が
続
く
と
、
血
管
に
強
い
負

担
が
か
か
っ
て
血
管
が
傷
つ
き
、
弾
力

性
が
な
く
な
っ
た
り
、
壁
が
分
厚
く

な
っ
た
り
し
、
伸
び
縮
み
し
に
く
く
な

り
ま
す
。
い
わ
ゆ
る「
動
脈
硬
化
」で
す
。

　

血
管
に
は
修
復
し
よ
う
と
す
る
力
が

あ
り
ま
す
。
高
血
圧
と
気
付
い
た
と
き

に
な
る
べ
く
早
く
血
圧
を
下
げ
る
こ
と

で
、
血
管
の
持
つ
弾
力
性
が
改
善
さ
れ

た
り
、
動
脈
硬
化
の
進
行
を
予
防
で
き

た
り
し
ま
す
。
血
管
を
守
る
こ
と
で
、

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
、
腎
不
全
な
ど
の

リ
ス
ク
を
低
く
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

予
防
と
改
善
方
法

　

高
血
圧
の
予
防
に
は
、
生
活
習
慣
の

改
善
が
効
果
的
で
す
。

【
減
塩
】
１
日
の
食
塩
摂
取
量
は
6
㌘

未
満
が
望
ま
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

薄
味
に
慣
れ
、
だ
し
汁
や
酸
味
、
香
辛

料
な
ど
を
効
果
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

味
覚
と
し
て
感
じ
る
塩
味
だ
け
で
は
な

く
、
素
材
に
ど
れ
く
ら
い
食
塩
が
入
っ

て
い
る
か
成
分
表
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

12月８日・15日の歯科検診で、むし歯がなかったお
子さんを紹介します。※敬称略。（）内の行政区は検診日時点

大
おお

矢
や

野
の

凌
りょう

大
た

（野間口）
桐
きり

悠
ゆ

太
た

夏
か

（亘）
竹
たけ

村
むら

風
ふ

潤
う

（大琳寺）
角
つの

田
だ

茉
ま

凛
り

桜
お

（上西寺）
冨
とみ

岡
おか

　尊
たける

（北宮）
柳
やな

川
がわ

侑
ゆ

咲
ら

（野間口）
吉
よし

田
だ

　湊
みなと

（植古閑）
益
ます

田
だ

葵
あい

菜
な

（袈裟尾）
秋
あき

月
づき

那
な

菜
な

（上町）
緒

お

方
がた

碧
あお

一
い

（山崎）
古

こ

閑
が

文
ふみ

也
や

（甲佐町）

市
いち

原
はら

朱
しゅ

莉
り

（林原）
工

く

藤
どう

　桐
きり

（湯舟）
清

し

水
みず

陽
ひ

葵
まり

（伊坂）
島
しま

津
づ

ゆかり（桜山三）
青
あお

木
き

信
のぶ

親
ちか

（北住吉）
石
いし

川
かわ

智
とも

葵
き

（富の原中央）
園
その

木
き

聖
まさ

之
ゆき

（猪の目）
高
たか

井
い

田
だ

修
しゅう

（北住吉）
裵
ぺえ

　日
ひ な た  

向（富の原中央）
右
みぎ

田
た

愛
あい

莉
り

（久米一）

❶むし歯菌を減らすための毎日の仕上げ磨き
❷甘いものを減らしたおやつの工夫
❸歯の質を強くするための定期的なフッ化物塗布

3歳児健診時「むし歯なし」の子

血
圧
と
は

　

血
液
が
血
管
を
流
れ
る
と
き
に
血
管

の
壁
に
か
け
る
圧
力
で
す
。
血
液
が
流

れ
続
け
て
い
る
限
り
、
昼
夜
問
わ
ず
血

管
は
圧
力
を
受
け
続
け
て
い
ま
す
。

　

心
臓
は
全
身
に
血
液
を
送
り
出
す
ポ

ン
プ
の
役
割
を
し
て
い
ま
す
。
心
臓
の

筋
肉
が
縮
ん
だ
時
（
血
液
を
送
り
出
し

て
い
る
時
）
の
値
を
収
縮
期
血
圧
、
緩

ん
だ
時
（
血
液
を
心
臓
へ
た
め
込
ん
で

い
る
時
）
の
値
を
拡
張
期
血
圧
と
い
い

ま
す
。

　

日
本
高
血
圧
学
会
の
基
準
で
は
、
診

察
室
で
の
血
圧
で
収
縮
期
血
圧
が

１
４
０
ｍミ

リ
メ
ー
ト
ル
エ
イ
チ
ジ
ー

ｍ
Ｈ
ｇ
以
上
、
ま
た
は
拡
張

期
血
圧
が
90
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
以
上
の
状
態
を

「
高
血
圧
」
と
い
い
ま
す
。
範
囲
内
で

あ
っ
て
も
徐
々
に
高
く
な
っ
て
き
て
い

る
場
合
や
家
族
に
高
血
圧
と
診
断
さ
れ

た
人
が
い
る
場
合
は
注
意
が
必
要
で
す
。

参
考
資
料
：
高
血
圧
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
９

高
血
圧
の
原
因

　

高
血
圧
に
は
、
原
因
が
分
か
っ
て
い

な
い
「
本
態
性
高
血
圧
」
と
、
腎
臓
・

内
分
泌
系
の
異
常
な
ど
が
原
因
で
起
こ

る
「
二
次
性
高
血
圧
」
が
あ
り
ま
す
。

日
本
人
の
場
合
、
高
血
圧
の
90
％
は
本

態
性
高
血
圧
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
態
性
高
血
圧
は
遺
伝
的
因
子
と
環

境
的
因
子
が
深
く
関
与
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
遺
伝
的
因
子
は
変

え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
環
境
的

【
血
管
を
守
る
た
め
の
食
事 

食
】 

野
菜
・
果
物
を
積
極
的
に
取
り
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
飽
和
脂
肪
酸
の
摂

取
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

　

多
価
不
飽
和
脂
肪
酸
や
低
脂
肪
乳
製

品
を
積
極
的
に
取
り
ま
し
ょ
う
。

【
減
量
】
Ｂ
Ｍ
Ｉ
25
未
満
、
体
重
の
約

3
％
を
目
標
に
減
量
す
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
運
動
】
軽
強
度
の
有
酸
素
運
動
を
毎

日
30
分
、
ま
た
は
週
１
８
０
分
以
上
を

行
う
の
が
理
想
で
す
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

や
ス
イ
ミ
ン
グ
な
ど
無
理
な
く
続
け
ら

れ
る
範
囲
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
節
酒
】
１
日
の
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
量

（
純
ア
ル
コ
ー
ル
）
は
男
性
20
～
30
㎖
、

女
性
10
～
20
㎖
が
節
度
あ
る
適
度
な
飲

酒
量
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

※ 

純
ア
ル
コ
ー
ル
20
㎖
は
、
ビ
ー
ル

５
０
０
㎖
、
日
本
酒
1
合
（
１
８
０

㎖
）、
焼
酎
（
25
度
）
１
２
０
㎖
、

ワ
イ
ン
１
８
０
㎖
相
当

【
禁
煙
】
た
ば
こ
は
血
管
を
収
縮
さ
せ
、

血
圧
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
動
脈

硬
化
を
進
行
さ
せ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
禁
煙
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

自
分
の
血
管
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

高
血
圧
は
無
症
状
で
あ
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。気
付
か
な
い
う
ち
に「
動

脈
硬
化
」
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
高
齢
者
に
多
く
み
ら
れ
ま
す

が
、
今
は
若
い
人
で
も
高
血
圧
が
見
つ

か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

健
診
を
受
け
た
り
、
自
宅
で
血
圧
測

定
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
で
き
る
こ
と

か
ら
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

～ 骨折予防の食生活のポイント① ～
　骨の主成分はカルシウム。食事からの摂取が不足
すると骨がもろくなります。カルシウムやビタミンD、
タンパク質をはじめ、さまざまな栄養素をバランスよ
く食事から取ることが大切です。
　栄養バランスの点から「肉類、魚介類、卵、大豆・大
豆製品、乳製品、緑黄色野菜、海藻、芋類、果物、油脂
類」の10品目に分けることができます。1日7品目以
上食べると、必要な栄養素を取ることができます。

問高齢支援課地域包括支援係　☎0968（25）7216

むし歯を予防するためには

10品目の合言葉！

かなさ いそうか
ぶらあ もい
くに まごた
ゅうにゅうぎ いずせいひんだ
さいや だものく

+ 主食さあ、にぎやか（に）いただく!

～ 献血にご協力ください ～

献血カードをお持ちください
　献血の安全性向上のため、運転免許証やパスポー
トなどで本人確認をお願いしています。献血カードを
持っている人は一緒にお持ちください。
　薬を飲んでいる人でも献血できる場合があります。
会場で医師が判断しますのでご相談ください。

ＨＩＶ検査目的の献血はお断りしています
　ＨＩＶ検査は菊池保健所（☎０９６８（25）４１３８）で行っ
てください。無料・匿名で検査を受けることができます。

問健康推進課健康推進係 ☎0968（25）7219

●２月２日㈬　菊池市役所
　【午前の部】午前9時30分～11時
　【午後の部】午後０時15分～４時
●2月22日㈫ 旭志公民館　午前9時30分～11時30分
●2月24日㈭ 泗水支所　午前9時30分～正午

内 容 ４００mL献血

まだまだ寒い季節が続きます。自分の血圧をご存じですか。血圧が高いといわれたこ
とがある人は要注意です。高血圧は放っておくと全身の血管を痛めます。血圧につい
て知り、自分の血管をいたわる生活を送りましょう。

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」と「
国
民
年
金
源
泉

徴
収
票
」
を
送
付
し
ま
す

■ 

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、
毎
年
1

月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
納

付(

納
付
見
込
を
含
む)

し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
な
ど
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
生

命
保
険
会
社
な
ど
が
発
行
す
る
控
除
証

明
書
と
同
様
に
、
1
年
間
に
納
付
し
た

国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る

「
社
会
保
険
料(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
」(

は
が
き)

が
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
毎
年
11
月
上
旬
と
2
月

上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

■ 

年
金
受
給
者
に
は
「
源
泉
徴
収
票
」

を
送
付
し
ま
す

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
受
給
者
に
は
、

「
源
泉
徴
収
票
」(

は
が
き)

が
日
本
年

金
機
構
か
ら
2
月
上
旬
ま
で
に
送
付
さ

れ
ま
す
。
確
定
申
告
に
必
要
な
場
合
は

な
く
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
再
交
付
が
で
き
ま
す

❶
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る

　

人
が
、
社
会
保
険
控
除
証
明
書
を
な

　

く
し
た
場
合

　

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）　０
０
４

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け
る

　

場
合

　

☎
03（
６
６
３
０
）２
５
２
５

❷
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
受
給
者
が
、

　

源
泉
徴
収
票
を
な
く
し
た
場
合

　

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け
る

　

場
合

　

☎
03（
６
７
０
０
）１
１
６
５

※
電
話
で
再
交
付
を
依
頼
す
る
場
合
は
、

　

手
元
に
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も

　

の
を
用
意
し
て
、
本
人
が
電
話
し
て

　

く
だ
さ
い

令
和
４
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

　

令
和
4
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
月

額
は
前
年
度
よ
り
20
円
引
き
下
げ
ら
れ

１
万
６
５
９
０
円
で
す
。

　

令
和
４
年
度
の
納
付
書
は
、日
本
年

金
機
構
か
ら
４
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

ま
す
。
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

で
も
納
付
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料

を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
で
、

月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、

現
金
納
付
よ
り
割
引
額
が
多
い
6
カ

月
前
納
・
1
年
前
納
・
2
年
前
納
も

あ
り
大
変
お
得
で
す
。
口
座
振
替
お

よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
前
納
の
申

し
込
み
期
限
は
令
和
４
年
２
月
末
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先 

■
熊
本
西
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

　

※
自
動
音
声
案
内「
２
を
押
し
て
２
」
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入会希望など詳しくは、
それぞれの句会や歌会
にお尋ねください。

万句の里俳句会
せせらぎ俳句会
旭志文芸教室俳句の会

七城短歌会
「里」短歌会／渓流短歌会

菊池短歌会

井芹 ☎090（1342）2151
藤本 ☎0968（38）4087
中尾 ☎0968（37）2578

佐々 ☎0968（24）3761

木原 ☎090（5284）2418
安藤 ☎0968（25）4285

中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

中央公民館
泗水公民館
七城公民館
旭志公民館

☎ 0968（25）1672
☎ 0968（25）2028
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

キクロスホームページ　http://www.library-kikuchi.jp
キクロスフェイスブック　https://www.facebook.com/KiCROSS.LL/

キクロスホームページ

月曜日
※七城・旭志は㈰も休館

休 館 日

『寒い朝』
第６回『癒しの里きくち』動画・
写真コンテストより

撮影：山
やま

村
むら

龍
たつ

彦
ひこ

さん（迎町）
場所：戸崎橋下流

蔓
引
け
ば
零む

余か

子ご

ば
ら
ば
ら
青
い
空

音
た
て
て
逃
ぐ
る
枯
葉
を
風
の
追
ふ

山
里
を
沈
め
て
深
し
冬
の
霧

日
向
ぼ
こ
免
許
返
納
し
て
二
年

鮮
や
か
に
色
と
ど
め
を
り
冬
紅
葉

万
句
の
里
俳
句
会  

12
月
句
会

チ
ビ
柴
と
言
わ
れ
貰
っ
た
雑
柴
も
ヘ
ル
ニ
ア
病
ん
で
日
に
日
に
弱
る

流
れ
星
友
と
数
え
た
帰
り
道
遠
い
と
ほ
い
日
の
満
天
の
夜

こ
の
頃
の
妻
は
ス
マ
ホ
が
巧
み
な
り
遠
く
住
む
娘
と
日
毎
の
会
話

初
め
て
の
着
果
の
デ
コ
ポ
ン
黄
に
熟
る
る
迎
う
る
歳
の
吉
兆
な
ら
ざ
め

温
き
日
を
待
っ
て
ス
ミ
レ
に
水
掛
く
る
色
と
り
ど
り
の
花
楽
し
み
て

井
藤　
和
俊

渡
辺　
光
夫

緒
方　
正
俊

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

七
城
短
歌
会  

12
月
詠
草

朝
に
夕
短
歌
に
心
す
常
あ
り
て
こ
こ
ろ
静
か
に
指
折
り
て
い
る

師
の
語
る
「
短
歌
詠
む
は
心
の
声
」
と
”里

“の
仲
間
の
第
二
歌
集
に

寒
き
庭
照
ら
し
続
け
た
石つ

わ

蕗ぶ
き

の
消
え
た
日　
半
藤
一
利
氏
逝
く

孫こ

ら
と
手
を
繋
ぎ
見
上
げ
る
木
々
の
葉
を
夕
の
陽
て
ら
す
サ
ン
ゴ
の
色
に

出
席
を
嫌
が
っ
て
い
た
論
語
塾
記
念
写
真
は
い
つ
も
真
ん
中

桑
野　
睦
子

宮
本　
淑
子

前
原　
ゆ
み

江
頭　
桂
子

坂
本　
　
佳

「
里
」短
歌
会  

12
月
詠
草

木
犀
の
香
り
漂
い
く
る
夕
べ
秋
の
便
り
は
夕
闇
の
な
か

三
十
一
文
字
の
流
れ
の
中
に
故
知
ら
ぬ
浮
世
無
常
の
風
は
吹
き
つ
つ

噴
火
し
た
火
山
軽
石
漂
え
ば
人
智
を
越
え
て
被
害
広
が
る

猛
暑
か
ら
一
転
寒
し
バ
タ
バ
タ
と
冬
物
ふ
と
ん
衣
類
と
り
出
す

暑
き
陽
を
遮
り
ゆ
れ
て
五
十
年
真
白
に
保
つ
レ
ー
ス
カ
ー
テ
ン

岩
根　
博
恵

中
川　
愛
子

堤　
よ
し
み

田
中　
遥
子

山
城　
雅
子

渓
流
短
歌
会  

12
月
詠
草

孫
曾
孫
甥
姪
よ
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
届
き
て
初は

春る

の
陽
光
温ぬ

く

し

大
地
ク
ン
太
陽
ク
ン
が
走
り
抜
く
明
日
の
地
球
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ

初
投
句
掲
載
果
た
し
マ
ー
ク
す
る
蛍
光
ペ
ン
の
オ
レ
ン
ジ
濃
ゆ
く

白
き
畔
踏
み
し
め
は
し
ゃ
ぐ
柴
を
見
て
年
の
割
に
は
若
い
な
と
思
う

冬
晴
れ
の
空
の
深
み
に
昇
り
ゆ
く
常
盤
木
の
蔦つ

た

裡う
ち

に
息
づ
く

中
川　
愛
子

安
藤　
則
子

川
口
す
み
子

小
堀　
久
男

怒
留
湯
健
蓉

菊
池
短
歌
会  

１
月
詠
草

酪
農
一
家
冬
の
日
差
し
に
産
看
取
る

ひ
つ
じ
雲
長
城
指し

呼こ

に
あ
り
し
日
よ

ふ
つ
ふ
つ
と
お
で
ん
の
湯
気
や
子
等
を
待
つ

土
手
鍋
に
初
挑
戦
や
出
来
如
何
に

年
の
瀬
や
佛
の
父
母
に
留
守
た
の
み

青
木
ユ
リ
子

藤
本　
邦
治

寺
本　
和
子

藤
本
ア
ツ
子

五
丁　
義
昭

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会  

12
月
例
会

老
い
し
身
の
自
由
な
暮
ら
し
日
向
ぼ
こ

廃
校
の
庭
に
木
犀
香
り
け
り

老
兵
や
謡
ほ
の
ぼ
の
生
身
魂

枯
果
て
し
水
な
き
田
に
は
野
菊
あ
り

黄
落
も
秒
読
み
と
な
る
大
銀
杏

芹
川
の
り
子

水
谷　
ミ
ネ

芹
川　
蓉
子

稗
田　
達
恵

中
尾
ヨ
シ
コ

旭
志
文
芸
教
室
俳
句
の
会  

12
月
詠
草 田

中　
美
智

中
路　
郁
子

松
永　
久
子

光
本
と
よ
い
ち

宮
本　
雅
子

テーマ「ぽかぽか」

マ
イ
ナ
ビ
出
版

1

Ｊ
Ｔ
Ｂ
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ

2

鈴
木
出
版

3

ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド

4

1 猫の泣ける話 ２  るるぶ もふ旅 かわいい
　動物に会いにいく
　ネコ、ウサギ、パンダ、アル
パカなど、もふもふしてかわ
いい動物に会える全国のスポッ
トをまとめた一冊。

苅
かん

田
だ

澄
すみ

子
こ

／作
りとうようい／絵

うえきまさのぶ／作
相
あい

野
の

谷
や

由
ゆ

起
き

／絵

天
てん

ケ
が

森
もり

雀
すずめ

 ほか／著

３ おにのおふろや 4  ポカポカスープ

　お風呂やさんの扉を開けた
先にいたのは、たくさんの赤
おに!? ドキドキしながらお湯
に漬かっていると頭に角が生
えてきて…。

　風邪をひいた男の子が不思
議な国で飲んだスープ。目を
覚ますと風邪はどこかへ吹き
飛んで…。寒い季節に読みた
い絵本です。

　猫は私たちを癒やしてくれ
る不思議な存在。ライト文芸
の世界で活躍する12人の作
家が紡ぐアンソロジー。

図 書 館

公 民 館

大人の学びカフェ「はじめての積立投資」

各イベントの詳細はHPやフェイスブック
でもお知らせしています。

中央図書館ステップところ
30人（要申込）定　員 無料参加費

２月１１日㈮㈷ 午後5時～6時と　き

　株式会社そうごう保険 SHOP の岡
おか

本
もと

夏
なつ

樹
き

さんを講師
に迎え、積立投資の基本を学びます。

J
ジャクサ

AXAコズミックカレッジ 星砂を探そう

七城公民館 講堂ところ
市在住の小学3年生～6年生対　象
20人（要申込）定　員 無料参加費

２月26日㈯ 午後１時30分～３時30分と　き
星砂を使って、星座絵を描きます。

問七城図書館 ☎0968（25）1580

昨年10月～12月に開催した講座の一部を紹介します。

● 家庭菜園　事始め ～プランターで始める家庭菜園（冬野
菜編）～ （10月～12月（全4回）、中央公民館）

　市と連携協定を締結している
㈱九州野菜育苗センターの協力
の下、20人が家庭菜園の基礎を
学びました。「育てる楽しみを知り、
コロナ禍でも活動の幅が広がった」
といった声が上がりました。

●親子でクリスマスリースを作ろう（１２月（全１回）、七城公民館）
　１０組の親子が世界に一つだけ
のクリスマスリースを制作。共同
作業で親子の絆を深め、意外な
一面を発見し、和気あいあいと楽
しみました。それぞれ違う味わい
のあるリースが完成しました。

● ソフトエアロビクスで健康維持 ～気軽に楽しく体幹トレー
ニング～ （10月～１２月（全６回）、旭志公民館）

　14人の受講生が体幹バランス
や健康管理について学びました。

「運動不足を感じた」、「自分の体
幹が悪いことを自覚した」などの
声がありました。学んだことを今
後の日常生活で継続していきます。

● 男の料理教室 ～初心者から始めよう！～ 
　（１２月（全３回）、泗水公民館）
　受講者７人がヘルスメイトの皆
さんから栄養の基礎を学び、手軽
にできる料理を作りました。「何事
も経験することが大切だと思った」
といった感想があり、「食」と向き
合う良いきっかけになりました。
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【
作
文
の
部
】

「
私
は
一
人
じ
ゃ
な
い
」

　
　
　
隈
府
小
６
年　
松ま

つ
村む

ら　
な
つ
み

 「
み
ん
な
、
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
る
か

な
・
・
・
」　 

「
言
っ
た
後
に
、
何
か
さ
れ
な
い
か

な
・
・
・
」　 

　

私
の
心
臓
が
ド
ク
ン
、
ド
ク
ン
し

ま
し
た
。
私
は
、
み
ん
な
に
、
あ
だ

名
で
呼
ぶ
こ
と
を
や
め
て
ほ
し
い

こ
と
を
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
本
当
は
、
あ
だ
名
を
い
わ
れ
た

時
に
、
そ
の
場
で
「
そ
の
言
い
方
は
、

い
や
だ
か
ら
言
わ
な
い
で
」
と
い
う

こ
と
が
、
一
番
い
い
こ
と
は
分
か
っ

て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
の
場
に
な
る
と
、

言
い
返
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
多
分
、
そ
の
時
の
雰
囲
気
に
合

わ
せ
て
、
な
ん
と
な
く
ご
ま
か
し
て

い
た
と
思
い
ま
す
。 

　

学
校
で
人
権
学
習
を
し
た
時
、
ク

ラ
ス
み
ん
な
で
自
分
の
ク
ラ
ス
の
こ

と
や
自
分
自
身
の
こ
と
を
ふ
り
返
り

ま
し
た
。
私
は
、
今
の
ま
ま
だ
ま
っ

て
い
て
も
、
友
達
に
自
分
の
気
持
ち

が
伝
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
私
は
、
自
分
の
番
が
き
た
ら
、

勇
気
を
出
し
て
伝
え
て
み
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。 

　
私
の
番
が
き
ま
し
た
。
気
づ
い
た
ら

涙
が
出
て
い
ま
し
た
。
友
達
は
、
み

ん
な
だ
ま
っ
て
私
が
言
う
ま
で
待
っ

て
い
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
、
言
葉

に
つ
ま
り
な
が
ら
も
自
分
が
い
や
だ

と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

言
い
終
わ
っ
た
後
、
気
持
ち
が
す
っ

と
楽
に
な
り
ま
し
た
。
心
に
ズ
シ
ン

と
重
な
っ
て
い
た
も
の
が
、
全
部
取

れ
て
い
ま
し
た
。
友
達
は
、
真
剣
に

私
を
見
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
授
業
が
終
わ
っ
た
後
、
友
達
が
「
ご

め
ん
ね
。
い
や
な
こ
と
言
っ
て
」
と
、

謝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
で
、

さ
ら
に
私
の
心
が
軽
く
な
り
ま
し
た
。

私
は
、
思
っ
て
い
る
事
が
言
え
る
と

い
う
こ
と
は
、
な
ん
て
気
持
ち
が
い

い
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

勇
気
を
出
し
て
、
本
当
の
気
持
ち
を

伝
え
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

　

一
人
の
女
の
子
が
私
の
と
こ
ろ
に

近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
も

し
、
い
や
な
こ
と
を
だ
れ
か
が
言
っ

て
き
た
ら
私
が
な
っ
ち
ゃ
ん
を
守
る

ね
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私

は
、
心
か
ら
あ
り
が
と
う
と
思
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
私
は
一
人
じ
ゃ
な

い
。
こ
ん
な
に
優
し
い
友
達
が
近
く

に
い
る
ん
だ
。
だ
か
ら
、
も
っ
と
友

第
16
回
菊
池
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
特
選
作
品

達
を
頼
ろ
う
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、
が
ま
ん
せ
ず
に
相
談
し
よ
う
」

と
思
い
ま
し
た
。
私
の
言
葉
を
真
剣

に
聞
い
て
く
れ
た
友
達
、
勇
気
を
出

し
て
自
分
か
ら
謝
っ
て
く
れ
た
友
達
、

そ
し
て
、
私
は
一
人
じ
ゃ
な
い
ん
だ

と
教
え
て
く
れ
た
友
達
。
み
ん
な
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
に
勇
気
と
自

信
を
く
れ
た
友
達
の
た
め
に
、
こ
れ

か
ら
私
に
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

「
私
は
一
人
じ
ゃ
な
い
」 

　
こ
う
思
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も
っ

と
、
私
は
強
く
、
優
し
く
な
れ
る
気

が
し
ま
す
。

【
詩
の
部
】

「
悪
口
は
言
葉
の
き
ょ
う
き
」

　
　
　
　
菊
之
池
小
５
年　
潤う

る
井い　
花は

な

言
っ
た
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
れ
か
を
き
ず
つ
け
る 

そ
れ
を
知
っ
た

だ
れ
か
が
き
ず
つ
く 

言
っ
ち
ゃ
だ
め

絶
対
に
言
っ
ち
ゃ
だ
め

問
い
合
わ
せ
先

人
権
啓
発・男
女
共
同
参
画
推
進
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

197

4
月
か
ら
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す

　
民
法
改
正
に
よ
り
、
4
月
1
日
か
ら

18
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
日
に
成
人
と

な
り
ま
す
。
成
人
に
な
る
と
、
自
分
の

行
動
に
責
任
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
「
18
歳
成
人
」
で
何
が
変
わ
る

の
か
を
整
理
し
て
い
き
ま
す
。

①
保
護
者
の
同
意
な
く
自
分
の
意
志
で

契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
契
約
す
る
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
作
る
、
ア
パ
ー
ト

を
借
り
る
な
ど
。

②
親
権
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る

　
親
権
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る
こ
と
で
、

進
学
や
就
職
な
ど
の
進
路
や
自
分
の
住

む
場
所
、
結
婚
な
ど
を
自
分
の
意
志
で

決
定
で
き
ま
す
。
ま
た
、
女
性
が
結
婚

で
き
る
年
齢
は
16
歳
か
ら
18
歳
に
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。

③
こ
れ
ま
で
通
り
「
20
歳
か
ら
」
で
変

わ
ら
な
い
こ
と

　
飲
酒
、
喫
煙
、
公
営
競
技
（
競
馬
、

競
輪
、オ
ー
ト
レ
ー
ス
、モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
）
の
券
を
買
う
、
国
民
年
金
へ

の
加
入
な
ど
。 問

い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
☎
０
９
６
８（
36
）９
４
５
０

㈪
～
㈮
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時　
福
祉
課

　
こ
れ
ま
で
、
就
労
し
て
い
な
い
18
歳

や
19
歳
が
保
護
者
の
同
意
な
く
行
っ
た

契
約
は
「
未
成
年
者
契
約
取
消
権
」
の

条
件
に
合
え
ば
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
18
歳
・
19
歳
が
成

人
に
な
る
こ
と
で
、
無
自
覚
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
高

額
な
買
い
物
を
し
た
り
、
詐
欺
や
消
費

者
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
こ
れ
ま
で
よ
り
早
く
大
人
に

な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
金
融
リ

テ
ラ
シ
ー
を
向
上
さ
せ
、
自
覚
を
も
っ

て
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
の

相
談
員
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
す
。
電
話
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
お
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い

問い合わせ先　市長公室 ☎0968（2５）７２５２

参加した合
ごう

志
し

和
かず

洋
ひろ

会長は
「参考になることばかり。
国際交流協会 の 活動に
役立てていきたい」と話
しました

菊池国際交流協会で視察研修を行いました
　協会の活動の一環として、昨年11月29日に令和3年度
先進地研修を実施しました。
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、理事３人と事
務局のみで参加し、天草市で異文化交流を支援している民
間団体「ワールドフレンズ天草」を訪問。同団体は、天草市
に住む外国人の皆さんが安心して生活できるよう、さまざ
まな活動を行っています。
　ワールドフレンズ天草の俣

また

野
の

智
とも

子
こ

会長から「外国人との
多文化共生の取り組み」や「やさしい日本語」について話を
聞いた後、庁舎内に設置してある「外国人相談窓口」を視

察し、意見交換を行い
ました。

�

開館時間　午前９時～午後５時
休 館 日　月曜日（祝日の場合は翌日）

問い合わせ先　わいふ一番館 ☎0968（24）6630
高
たか

千
ち

穂
ほ

正
しょう

信
しん

絵画展「美への誘い」　約30点の作品を展示。
心に残る絵があれば幸いです。　期　間　～2月13日㈰
紫

し

光
こう

書
かき

初
ぞ

め展　紫光書道会主催の書初め書道展の上位入
賞者による展覧会です。　期　間　２月15日㈫～27日㈰

絵・文／橋
は し

本
も と

以
い

蔵
ぞ う

　菊池の北部、山間の迫間川沿いに築かれたこの城は、
時には引退した当主の隠居の城となり、隈府菊池本城
が敵に奪われた時は一族の棟梁がこの城に逃げ込み、
ここから本城奪回に出撃したそうです。

鷹
たか

取
とり

城
じょう

◆ 絵画連作 ◆
問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
一
族
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
室 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
６
７

戦
の
神
様
と
も
呼
ば
れ
た
武
光
と
は

別
動
隊
を
率
い
て
、
確
実
に
戦
果
を

挙
げ
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
人
材

だ
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の

戦
い
ぶ
り
を
、
武
澄
と
親
し
か
っ
た

聖
護
寺
の
禅
僧
大だ

い

智ち

は
「
吹す

い

毛も
う

の
剣

を
一
揮
す
れ
ば
、
百
千
の
魔
軍
矛
を

倒
し
て
帰
降
す
」
と
い
っ
て
賞
賛
し

て
い
ま
す
。

　

大
智
は
、
武
重
が
菊
池
に
招
き
、

武
士
の
代
に
至
る
ま
で
菊
池
の
精
神

面
を
支
え
続
け
た
人
物
で
す
が
、
彼

と
武
澄
の
交
友
に
は
非
常
に
大
き
な

意
味
が
あ
り
ま
し
た
。

　

武
士
は
動
乱
の
さ
な
か
、
大
智
に

提
出
す
る
形
で
当
主
の
座
の
譲
り
状

を
書
い
て
い
ま
す
が
、
２
人
ま
で
挙

げ
ら
れ
た
次
代
の
候
補
の
中
に
、
武

光
の
名
前
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

武
光
は
大
智
の
意
向
を
全
く
無
視
す

る
形
で
当
主
に
就
任
し
、
更
に
一
族

と
信
仰
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
一
新

し
て
い
ま
す
。
幼
少
期
に
恩
を
受
け

た
博
多
の
元げ

ん

恢か
い

和
尚
を
招
い
て
正
観

寺
を
建
て
、
菊
池
の
信
仰
の
中
心
と

し
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
武
光
の
態
度
に
つ
い

て
、
大
智
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一

族
内
部
に
も
不
服
に
思
う
者
も
少
な

く
は
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ

の
不
穏
な
状
況
を
調
停
し
、
武
光
が

心
置
き
な
く
外
敵
と
戦
う
環
境
を
整

え
た
人
物
こ
そ
、
武
澄
だ
っ
た
の
で
す
。

　

先
代
ま
で
に
築
か
れ
た
絆
を
保
ち

つ
つ
、
新
し
い
世
界
に
羽
ば
た
こ
う

と
す
る
武
光
の
稀
有
な
才
能
を
支
え

続
け
た
兄
・
武
澄
。
筑
後
川
の
戦
い

を
前
に
病
没
し
た
こ
と
が
惜
し
ま
れ

ま
す
が
、
も
し
も
存
命
で
あ
っ
た
な

ら
、
大
宰
府
に
お
け
る
今い

ま

川が
わ

了り
ょ
う

俊し
ゅ
ん

と

の
決
戦
も
、
違
う
結
果
に
な
っ
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
大
智
は
武
澄
の
死
後
、

遺
言
に
よ
っ
て
寄
進
さ
れ
た
玉
名
の

廣
福
寺
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
大
智

が
持
参
し
た
菊
池
一
族
か
ら
の
書
状

類
は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
と
し
て

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
菊
池
武
澄
は
12
代
武た

け

時と
き

の
五
男
で
、

13
代
武た

け

重し
げ

の
弟
、
14
代
武た

け

士ひ
と

、
15
代

武た
け

光み
つ

に
と
っ
て
は
兄
に
あ
た
る
人
物

で
す
。
父
、
武
時
の
死
後
、
鎌
倉
幕

府
打
倒
の
論
功
行
賞
で
、
武
重
の
肥

後
守
と
と
も
に
肥
前
守
に
任
じ
ら
れ

ま
し
た
。

　

武
澄
が
最
も
活
躍
し
た
の
は
武
光

の
時
代
で
、
当
主
で
あ
る
弟
を
支
え

る
副
将
と
し
て
大
い
に
実
力
を
発
揮

し
ま
し
た
。
九
州
中
を
転
戦
す
る
征

西
府
に
あ
っ
て
、
武
光
が
南
に
遠

征
す
れ
ば
北
の
守
り
を
堅
め
る
な
ど
、

第二章 ～菊池本城を守る砦～

◆

シ
リ
ー
ズ 

◆

開館時間　午前９時～午後５時
休 館 日　第4火曜日（点検などで臨時的に休館する場合あり）

問い合わせ先　菊池観光協会 ☎0968（25）0513
飲食チケット第3期の使用期限　
　第3期分の使用期限は2月28日
㈪まで。テイクアウトにも使えます。
期限内にご利用ください。
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菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

　
８
月
～
10
月
の
集
団
検
診
で
受
診
で
き

な
か
っ
た
人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

と　
き　
２
月
22
日
㈫
、24
日
㈭
、25
日
㈮

　
　
　
　
午
前
８
時
～
10
時

と
こ
ろ　
菊
池
養
生
園

申
込
期
限　
2
月
15
日
㈫

問
●申
菊
池
養
生
園　
☎（
38
）２
８
２
０

問い合わせ先に各課の直
通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

お
知
ら
せ

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

ひ
と
り
親
世
帯
の
皆
さ
ん
へ

　
生
活
の
⽀
援
を
行
う
観
点
か
ら
低
所
得

の
ひ
と
り
親
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
、

臨
時
特
別
給
付
を
⽀
給
し
ま
す
。

対
象
者
（
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
）

❶
令
和
3
年
4
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
の

　
⽀
給
を
受
け
た
人

❷
公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
こ
と
に
よ

　
り
、
令
和
3
年
4
月
分
の
児
童
扶
養
手

　
当
の
⽀
給
を
受
け
て
い
な
い
人

❸
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

　
を
受
け
て
家
計
が
急
変
す
る
な
ど
、
収

　
入
が
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

　
方
と
同
じ
水
準
と
な
っ
て
い
る
人

※
❷
、
❸
に
該
当
す
る
人
は
申
請
が
必
要

　
で
す

支
給
額（
予
定
）　
1
人
当
た
り
５
万
円

申
請
期
限　
２
月
28
日
㈪

問
●申
子
育
て
⽀
援
課
こ
ど
も
家
庭
⽀
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
４

市
道
の
危
険
箇
所
を

発
見
し
た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
市
道
上
に
で
き
た
陥
没
や
側
溝
の
ふ
た

の
破
損
で
、
自
動
車
な
ど
の
事
故
が
発
生

し
て
い
ま
す
。事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

市
道
上
に
陥
没
や
危
険
箇
所
な
ど
を
発
見

し
た
場
合
は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
陥
没
や
危
険
箇
所
な
ど
は
、
現
場
を
確

認
し
応
急
処
置
や
補
修
を
行
い
ま
す
。

問
土
木
課
管
理
係　
☎（
25
）７
２
４
１

市道の陥没

市道の破損

道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木
は

枝
切
り・伐
採
し
て
く
だ
さ
い

　
個
人
の
土
地
か
ら
は
み
出
し
て
い
る
樹

木
は
、
土
地
所
有
者
や
相
続
人
の
管
理
責

任
で
枝
切
り
・
伐
採
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
放
置
し
て
お
く
と
歩
行
者
や
車
の

通
行
⽀
障
、
事
故
の
原
因
と
な
り
、
管
理

責
任
が
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

枝
切
り
や
伐
採
の
注
意　
電
線
や
電
話
線

が
あ
る
場
所
で
の
作
業
は
、
事
前
に
九
州

電
力
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
や
車
両
、自
身
の
安
全
を
確
保
し
、

事
故
の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
県
北
広
域
本
部
土
木
課
維
持
管
理
課

　
☎（
25
）２
１
６
７

　
土
木
課
管
理
係　
☎（
25
）７
２
４
１

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

▼
電
気
機
械
器
具
製
造
業

　
時
間
額
８
6
３
円

▼
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

　
時
間
額
９
０
２
円

▼
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　
時
間
額
８
２
１
円

問
菊
池
労
働
基
準
監
督
署

　
☎（
25
）３
１
３
６

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
対

す
る
臨
時
特
別
給
付
金

今
年
度
最
後
の
集
団
検
診
を

実
施
し
ま
す

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
対
し
て
、

１
世
帯
当
た
り
10
万
円
の
臨
時
特
別
給
付

金
を
⽀
給
し
ま
す
。

対
象
世
帯（
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
）

❶
世
帯
全
員
の
令
和
3
年
度
の
住
民
税
均

　
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
（
令
和
3

　

年
12
月
10
日
時
点
）。
申
請
不
要
。
２

　
月
下
旬
に
確
認
書
を
発
送
予
定
。

❷
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

　
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
❶
の
世
帯

　
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

　
世
帯
。
要
申
請
。
２
月
下
旬
に
申
請
受

　
付
を
開
始
す
る
予
定
。

※
い
ず
れ
も
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

　
人
の
扶
養
親
族
な
ど
の
み
か
ら
な
る
世

　
帯
を
除
く

問
福
祉
課
福
祉
係　
☎（
25
）７
２
１
３

確
定
申
告
会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整

理
券
」
が
必
要
で
す

　
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
整
理
券

を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

※
作
成
済
の
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
は

　
「
入
場
整
理
券
」
は
不
要

❶
会
場
で
の
当
日
配
付

　
午
前
８
時
30
分
よ
り
、
菊
池
税
務
署
の

１
階
に
て
入
場
整
理
券
を
配
付
し
ま
す
。

配
付
状
況
に
よ
っ
て
は
、
入
場
ま
で
数
時

間
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

❷
オ
ン
ラ
イ
ン
事
前
発
行

　
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を

友
達
に
追
加
し
、
ト
ー
ク
画
面
の
「
相
談

を
申
し
込
む
」
を
選
択
す
る
こ
と
で
手
続

き
で
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
便
利
に
申
告

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
所
得
税
の
確
定
申

告
書
を
作
成
し
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
確
定
申
告
時
期
の

相
談
会
場
は
、例
年
、大
変
混
雑
し
ま
す
。

場
所
を
選
ば
ず
申
告
で
き
る
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
菊
池
税
務
署　
☎（
25
）２
１
２
１

※
自
動
音
声
案
内
で
「
2
」
を
選
択

　

菊
池
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ホームページは
こちら

 

口座振替を利用している人は、
2月25日㈮に振替を行いますので、
残高の確認をお願いします。

２月の「税」の納期限
2月28日㈪

国民健康保険税第8期

問健康推進課国民健康保険係
　☎（25）7218

項目 対象者 個人負担金

結核検診 65 歳以上 無 料

肺がん検診
30 ～ 69 歳 500 円

70 歳以上 200 円

腹部超音波検診
19 ～ 69 歳 1,600 円

70 歳以上 1,100 円

乳房超音波検診
20 ～ 69 歳 1,100 円

70 歳以上 400 円

　
「
医
療
費
通
知
」
を
確
定
申
告
書
に
添

付
す
る
こ
と
に
よ
り
医
療
費
控
除
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
2
月
上
旬
に
市
国
民

医
療
費
通
知（
医
療
費
の
お
知

ら
せ
）を
送
付
し
ま
す

健
康
保
険
の
令
和
３
年
7
月
～
10
月
診
療

分
の
医
療
費
通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
３
年
11
月
・
12
月
の
診
療
分
は
令

和
4
年
4
月
に
発
送
予
定
の
た
め
、
令
和

３
年
分
の
確
定
申
告
期
間
ま
で
に
は
通
知

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
医
療
費
通
知

に
記
載
の
な
い
分
に
つ
い
て
は
、
領
収
書

に
基
づ
い
た
「
医
療
費
控
除
の
明
細
書
」

を
添
付
し
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
医
療
費
通
知
の
再
発
行
が
必
要
な
場
合

　
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
●申
健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

上
下
水
道
料
金
の
支
払
い
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
や
事
業
経
費

の
削
減
の
た
め
に
、
口
座
振
替
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
は
、
指
定
の
口

座
振
替
日
に
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落

と
さ
れ
ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま

せ
ん
。
口
座
振
替
へ
の
切
り
替
え
に
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト　
▼
市
役
所
や
コ

ン
ビ
ニ
に
納
付
に
行
く
手
間
が
省
け
る
▼

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
納
め

忘
れ
を
防
止
で
き
る
▼
一
度
手
続
き
を
す

れ
ば
自
動
的
に
継
続
さ
れ
る
の
で
、
確
実

な
納
付
が
で
き
る

取
扱
金
融
機
関　
▼
肥
後
銀
行
▼
熊
本
銀

行
▼
熊
本
第
一
信
用
金
庫
▼
九
州
労
働
金

庫
▼
熊
本
県
信
用
組
合
▼
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

▼
菊
池
地
域
農
業
協
同
組
合

申
込
方
法　
取
扱
金
融
機
関
に
直
接
「
菊

池
市
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
●申
水
道
局
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　
☎��（
25
）１
８
１
１　

　
近
年
、
台
風
や
大
雨
な
ど
の
自
然
災
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
起
こ
り
得

る
自
然
災
害
に
備
え
て
、
農
業
保
険
に
加

入
し
ま
し
ょ
う
。
農
業
保
険
は
掛
け
金
の

原
則
50
㌫
（「
収
入
保
険
」
の
積
み
立
て

方
式
の
積
立
金
は
75
㌫
）
を
国
が
負
担
し

ま
す
。
災
害
対
策
は
、
農
業
保
険
へ
の
加

入
が
基
本
で
す
。
特
別
な
対
策
は
、
過
去

に
例
の
な
い
よ
う
な
甚
大
な
気
象
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

園
芸
施
設
共
済　
▼
自
然
災
害
や
火
災
な

ど
で
農
業
用
ハ
ウ
ス
や
附
帯
施
設
が
損
壊

し
た
場
合
に
補
償
▼
農
業
用
ハ
ウ
ス
を
所

有
ま
た
は
管
理
す
る
農
業
者
が
対
象

収
入
保
険　
▼
自
然
災
害
や
価
格
低
下
な

ど
で
農
産
物
の
販
売
収
入
が
減
少
し
た
場

合
に
補
償
▼
青
色
申
告
を
し
て
い
る
農
業

者
が
対
象

　
園
芸
施
設
共
済
と
収
入
保
険
は
セ
ッ
ト

で
加
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

問
●申
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
熊
本

　
本
所
収
入
保
険
課

　
☎
０
９
６
４

　
（
25
）３
２
０
２

農
業
保
険
を
ご
存
知
で
す
か

■検診内容

　
社
会
保
険
へ
の
加
入
や
市
外
へ
の
転
出

な
ど
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
の
資
格
が
な

く
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
健
康
推
進
課
ま

た
は
各
⽀
所
市
民
生
活
課
で
保
険
証
返
却

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
国
保
の
保
険
証
を
使
用
し
た
場

合
、
不
当
利
得
と
な
り
市
か
ら
通
知
が
届

き
ま
す
。
必
ず
返
還
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

不
当
利
得
（
資
格
喪
失
後
の
受
診
）
が
発

生
す
る
例

▼
社
会
保
険
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
し
た

こ
と
に
よ
り
、
国
保
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
喪

失
し
た
▼
市
外
へ
転
出
し
た
が
、
転
出
先

の
市
区
町
村
か
ら
保
険
証
を
受
け
る
前
に

菊
池
市
国
保
の
保
険
証
を
使
っ
た
な
ど

問
●申
健
康
推
進
課
国
民
健
康
保
険
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

　
各
⽀
所
市
民
生
活
課

保
険
証
は

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

費用の記載がないものは基本的に無料です
記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市ホームページ
https://www.city.kikuchi.lg.jp/

と　
き　
３
月
２
日
㈬　
午
前
10
時
30
分

～
午
後
0
時
30
分

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
小
研
修
室

対　
象　
看
護
師

定　
員　
10
人

申
込
期
限　
２
月
23
日
㈬
㈷

申
込
方
法　
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

問
●申
熊
本
大
学
病
院
小
児

在
宅
医
療
⽀
援
セ
ン
タ
ー　

　
☎�

０
９
６

　
（
３
７
３
）５
６
５
３

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

募
集

選
手
資
格　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
▼

県
内
に
住
ん
で
い
る
人
ま
た
は
県
内
の
施

設
、
学
校
な
ど
に
在
籍
し
て
い
る
人
▼
令

和
4
年
４
月
１
日
現
在
で
13
歳
以
上
の
人

▼
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
ま
た

は
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
（
療
育
手
帳
を

お
持
ち
の
人
ま
た
は
取
得
の
対
象
に
準
ず

る
障
が
い
の
あ
る
人
）

第
21
回
く
ま
も
と
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

医
療
的
ケ
ア
児

看
護
師
研
修

申込フォーム

熊
本
さ
わ
や
か
大
学
校

入
学
生
募
集

　
熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
で
は
、
シ
ニ

ア
の
た
め
の
学
び
の
場
と
し
て
、「
熊
本

さ
わ
や
か
大
学
校
」を
開
校
し
て
い
ま
す
。

年
間
40
講
座
、
毎
回
異
な
る
テ
ー
マ
に
沿

っ
た
多
彩
な
講
義
や
学
習
活
動
を
通
し

て
、
新
た
な
自
分
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
。

入
学
資
格　
県
内
在
住
で
、
学
習
意
欲
の

あ
る
60
歳
以
上
の
人
（
昭
和
37
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

定　
員　
熊
本
校
50
人　
八
代
校
45
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

募
集
期
限　
３
月
11
日
㈮

受
講
期
間　
４
月
～
令
和
5
年
３
月
（
毎

週
１
講
座
×
40
回
）

相
談

　
身
近
な
人
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
、
性
別
に
よ
る
不
当
な
差
別
や
嫌
が

ら
せ
な
ど
の
悩
み
に
対
す
る
相
談
（
今
月

は
弁
護
士
）
を
受
け
ま
す
。
要
予
約
。

と　
き　
２
月
16
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
1
階
相
談
室
15

問
●申
人
権
啓
発
・
男
女
共
同
参
画
推
進
課

　
☎（
25
）７
２
１
０

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

　
専
門
の
医
師
、
職
員
に
よ
る
相
談
会
で

す
。
家
族
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

と　
き　
２
月
22
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
3
時

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
高
齢
⽀
援
課

問
●申
高
齢
⽀
援
課
地
域
包
括
⽀
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

も
の
忘
れ
相
談
会

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

　
困
り
事
や
心
配
事
な
ど
、
介
護
を
し
て

い
る
者
同
士
だ
か
ら
こ
そ
分
か
り
合
え
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
忙
し
い
毎

日
の
息
抜
き
の
時
間
と
し
て
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
要
予
約
。

と　
き　
２
月
24
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

と
こ
ろ　
菊
池
福
祉
会
館
2
階
大
研
修
室

講　
演　
ボ
デ
ィ
ー
ト
ー
ク

講　
師　
木き

村む
ら

富ふ

貴き

さ
ん

問
●申
高
齢
⽀
援
課
地
域
包
括
⽀
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

　
平
日
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
金
融
機
関
等

に
市
税
を
納
め
に
行
く
時
間
が
な
い
人
や
、

市
税
の
納
付
に
つ
い
て
相
談
が
あ
る
人
の

た
め
に
、
夜
間
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

と　
き　
２
月
25
日
㈮
～
28
日
㈪

　
　
　
　
～
午
後
８
時�

※
㈯
㈰
を
除
く

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
１
階
税
務
課
徴
税
係

※
各
⽀
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　
気
分
が
晴
れ
な
か
っ
た
り
、
誰
に
も
話

せ
な
い
、
不
安
が
強
い
な
ど
の
悩
み
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
を

お
聞
き
し
ま
す
。
要
予
約
。

と　
き　
3
月
1
日
㈫　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
市
役
所
相
談
室

申
込
期
限　
2
月
24
日
㈭

　

県
立
装
飾
古
墳
館
と
歴
史
公
園
鞠
智

城
・
温
故
創
生
館
に
よ
る
歴
史
講
座
で
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
鞠
智
城
研
究
の
地
平

ー
現
状
と
課
題
、そ
し
て
目
指
す
も
の
ー
」

で
す
。
要
予
約
。

と　
き　
２
月
20
日
㈰

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

と
こ
ろ　
鞠
智
城
研
修
施
設
（
山
鹿
市
菊

鹿
町
米
原
4
4
3
‐
1
）

定　
員　
50
人
（
先
着
順
）

問
●申
県
立
装
飾
古
墳
館

　
☎（
36
）２
１
５
１

費　
用　
入
学
金　
　
　
５
千
円

　
　
　
　
受
講
料　
１
万
６
千
円

　
　
　
　
（
入
学
時
に
一
括
納
入
）

そ
の
他　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
●申（
一
財
）熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
８
３

講
演
・
講
習

　
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

申
込
不
要
。

と　
き　
２
月
15
日
㈫　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
市
本
庁
舎
２
階

　
　
　
　
2
０
４
会
議
室

 

問
高
齢
⽀
援
課
地
域
包
括

　
⽀
援
係　
☎（
25
）７
２
１
６

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

菊
之
城
跡
周
辺

確
認
調
査
成
果
報
告
講
演
会

装
飾
古
墳
館・菊
文
研
講
座

イ
ベ
ン
ト

　
鞠
智
城
の
南
側
を
守
っ
て
い
た
城
壁
で

あ
る
「
南
側
土
塁
線
」
や
玄
関
口
で
あ
っ

た
「
城
門
跡
」
へ
案
内
し
ま
す
。
要
予
約
。

と　
き　
２
月
27
日
㈰

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

と
こ
ろ　
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生

館
（
山
鹿
市
菊
鹿
町
米
原
4
4
3
‐
1
）

定　
員　
20
人
（
先
着
順
）

問
●申
歴
史
公
園
鞠
智
城
・
温
故
創
生
館

　
☎（
48
）３
１
７
８

特
別
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

鞠
智
城
南
側
土
塁
編

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
不
安
に
よ
り
自
殺

を
は
じ
め
と
す
る
精
神
的
危
機
に
直
面
し

て
い
る
人
を
⽀
援
し
ま
す
。

電
話
相
談
（
24
時
間
受
付
）　

☎
０
９
６（
３
５
３
）４
３
４
３

※
つ
な
が
り
に
く
い
場
合
が
あ
り
ま
す

電
話
相
談
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
0
１
２
０（
７
８
３
）５
５
６

※
午
後
4
時
～
9
時
受
付
。
た
だ
し
、
毎

　
月
10
日
は
午
前
8
時
～
翌
日
午
前
8
時

　
受
付

電
話
相
談
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
５
７
０（
７
８
３
）５
５
６

※
24
時
間
受
付

問
社
会
福
祉
法
人
熊
本
い
の
ち
の
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
５
4
）４
３
４
３

い
の
ち
の
電
話
相
談

こ
こ
ろ
の
健
康
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　
60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
あ
な
た
に

合
っ
た
時
間
で
、
や
り
た
い
仕
事
を
見
つ

け
ま
せ
ん
か
。
入
会
説
明
会
を
開
催
し
て

ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き　
第
２・４
㈭　
午
後
２
時
～

　
　
　
　
第
３
㈰　
午
前
10
時
～　

と
こ
ろ　
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
開
催

　
市
教
育
委
員
会
で
は
菊
池
一
族
関
連

遺
跡
群
の
国
指
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
菊
之
城
跡
周
辺
の
確
認
調
査
と

文
献
調
査
の
成
果
報
告
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
要
予
約
。

と　
き　
３
月
13
日
㈰　

　
　
　
　
午
後
1
時
30
分
～

と
こ
ろ　
泗
水
公
民
館
大
研
修
室

定　
員　
70
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間　
2
月
7
日
㈪
～
28
日
㈪　
　

問
●申
生
涯
学
習
課　
☎（
25
）７
２
３
２

　
平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
住
宅

を
復
旧
す
る
た
め
の
「
災
害
復
興
住
宅
融

資
（
建
設
資
金
、購
入
資
金
、補
修
資
金
）」

の
借
入
申
込
の
受
付
期
限
が
迫
っ
て
い
ま

す
。
申
込
み
を
検
討
し
て
い
る
人
は
お
早

め
に
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
令
和
4
年
５
月
31
日
㈫

問
●申
住
宅
金
融
⽀
援
機
構
お
客
さ
ま
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
２
０（
０
８
６
）３
５
３

住
宅
金
融
支
援
機
構
か
ら

お
知
ら
せ

とき 競技名 会　場

4
月
24
日
㈰

水泳 熊本市総合屋内プール
フライング
ディスク 熊本市総合屋内プール多目的広場

ボッチャ 熊本県身体障がい者福祉センター
体育館

5
月
22
日
㈰

陸上 熊本県民総合運動公園陸上競技場
（えがお健康スタジアム）

ボウリング パスカワールド宇土
卓球

（サウンドテーブル
テニス除く）

熊本県身体障がい者福祉センター
体育館

■開催競技と会場一覧
　
空
き
部
屋
が
あ
る
団
地
を
対
象
に
補
充

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
袈
裟
尾
団
地
▼
葉
山
団
地(

平
屋)

▼

北
宮
団
地
（
２
F)

▼
音
光
寺
団
地
▼
渕

園
団
地
▼
あ
さ
ひ
が
丘
住
宅
▼
岩
本
住
宅

▼
朝
日
西
団
地
▼
福
本
団
地

受
付
期
間　
～
2
月
10
日
㈭　
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時�

※
㈯
㈰
㈷
除
く

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま

令
和
３
年
度
第
３
回
市
営
住
宅

補
充
入
居
者
募
集

　
す
。
抽
選
会
は
2
月
25
日
㈮
を
予
定

問
●申
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎（
25
）７
２
４
３

対
象
者　
60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

問
●申（
公
社
）市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）３
６
３
３

定　
員　
４
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
も
し
く
は

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
●申
福
祉
課
福
祉
係　
☎（
25
）７
２
１
３

Ⓕ（
25
）５
１
６
６

Ⓜfukushi@
city.kikuchi.lg.jp

※�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち

の
人
ま
た
は
取
得
の
対
象
に
準
ず
る
障

が
い
の
あ
る
人
は
、
卓
球
の
み
参
加
可

申
込
期
限　
2
月
28
日
㈪

問
●申
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎（
25
）７
２
１
３
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各支所の問い合わせ先
七城支所 ☎ (25)1000
旭志支所 ☎ (25)3330
泗水支所 ☎ (25)2001

記号の説明
問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…ファクス Ⓜ…メールアドレス Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所
〒861-1392 菊池市隈府888番地

費用の記載がないものは基本的に無料です。 菊池市ホームページ https://www.city.kikuchi.lg.jp/

　
小
学
生
～
高
校
生
が
動
画
視
聴
を
通
し

て
、
学
び
・
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

配
信
し
ま
す
。
配
信
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム　
▼
流
木
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

▼
そ
な
え
よ
、
つ
ね
に
手
作
り
防
災
▼
荒

尾
の
ま
ち
と
万
田
坑
▼
古
代
ロ
マ
ン
ス
ポ

ッ
ト
鞠
智
城
を
歩
こ
う
な
ど

問
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６（
３
３
５
）４
３
１
２

わ
く
わ
く
！

パ
レ
ア
フ
ェ
ス
タvol.20

ホームページ

　
高
校
生
が
地
域
課
題
解
決
や
菊
池
川
流

域
を
「
元
気
に
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

取
り
組
ん
だ
成
果
を
発
表・報
告
す
る「
高

校
生
サ
ミ
ッ
ト
」「
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

▼
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
月
19
日
㈯　
午
前
11
時
～　
八
千
代
座

交
流
施
設（
山
鹿
市
山
鹿
1
4
9
0
番
地
）

▼
高
校
生
サ
ミ
ッ
ト　

2
月
19
日
㈯　
正
午
～　
八
千
代
座
（
山

鹿
市
山
鹿
1
4
9
9
番
地
）　　
　
　

問
「
菊
池
川
流
域
の
恵
み
」
体
験
協
議
会

山や
ま
　
も
と本　
☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

菊
池
川
流
域
高
校
生
サ
ミ
ッ

ト・地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
菊
池
水
田
ご
ぼ
う
」
は
令
和
元
年
度

に
地
理
的
表
示
保
護
制
度
（
G
I
）
に
登

録
さ
れ
た
本
市
特
産
品
で
す
。
市
内
の
飲

食
店
で
菊
池
水
田
ご
ぼ
う
を
使
っ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
料
理
を
提
供
し
ま
す
。

　
参
加
店
舗
や
キ
ャ
ン
ぺ
ー
ン
内
容
な
ど

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　
～
2
月
28
日
㈪

参
加
店
舗　
わ
い
ふ
食
堂
、
洋
風
居
酒
家

き
り
ん
、
笑
庵
、
四
季
の
味
わ
ら
く
、
柿

の
葉
庵
な
ど

問
農
政
課

　
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

　
☎（
25
）７
２
６
６

菊
池
水
田
ご
ぼ
う
フ
ェ
ア

ホームページ

新
米
マ
マ
の
子
育
て

お
し
ゃ
べ
り
広
場

　
新
米
マ
マ
同
士
で
気
軽
に
話
が
で
き
ま

す
。
親
子
の
絆
づ
く
り
と
友
だ
ち
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
３
月
３
日
・
10
日
・
17
日
・
24

日
（
毎
週
㈭
連
続
４
回
）

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
和
室

対　
象　
生
後
２
～
５
カ
月
（
令
和
3
年

9
月
4
日
～
令
和
4
年
1
月
2
日
生
ま
れ

の
子
）
の
乳
児
（
第
１
子
）
と
そ
の
母
親

参
加
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
1
０
０
０

円
＋
消
費
税
が
必
要
で
す�

）

定　
員　
母
子
5
組
（
先
着
順
）

問
●申
子
育
て
⽀
援
課　
☎（
25
）7
2
1
4

２
月
の
内
容　

３
日
㈭　
豆
ま
き

10
日
㈭　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

17
日
㈭　
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

24
日
㈭　
ひ
な
人
形
作
り

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
市
児
童
セ
ン
タ
ー

対　
象　
市
内
に
住
む
未
就
学
児
と
そ
の

保
護
者

※
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
受
付
人
数
に
制

　
限
が
あ
り
ま
す
。
参
加
費
２
０
０
円

問
●申
西
部
市
民
セ
ン
タ
ー

　
☎（
25
）２
６
２
７

未
就
学
児
の
た
め
の

す
く
す
く
講
座

　
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
に
登
録

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
個
人
が

日
頃
の
活
動
の
紹
介
や
練
習
の
成
果
を
発

表
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と　
き　
2
月
12
日
㈯

　
　
　
　
午
後
１
時
～
3
時
30
分

と
こ
ろ　
市
福
祉
会
館
2
階
大
研
修
室

問
●申
市
社
会
福
祉

　
協
議
会
事
務
局

　
☎（
25
）５
０
０
０

市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
交
流
会

実走では3年ぶりとなる桜
マラソン。オンラインマラ
ソンは１月から開催中です。

【問い合わせ先】熊日菊池桜マラソン大会事務局
☎0968（25）7234 ※社会体育課内

参加者
募集

実走大会

オンライン大会は3月21日㈪まで開催中

3月20日㈰ ※小雨決行

■参加費　高校生以上 4,800円、小・中学生 2,000円

■ところ　菊池市ふるさと創生市民広場

▶受付：午前８時～９時　▶開会：午前９時10分 
▶スタート：午前9時30分～（各コース順次スタート）

■コース ①ハーフ（市民広場前～斑蛇口湖大橋折り返し）
②10㎞（市民広場前～雪野駐在所折り返し）
③5㎞（県北広域本部前～竜門ダム方面）

■申込方法

https://local-gain.com/
kikuchi-marathon/ こちらから→

専用のホームページからエントリー。

市民の広場
※市民の広場は市民が投稿するコーナーです。行政情報ではありません。不明な点は各問い合わせ先へご連絡ください

と　き　2月20日㈰　①午前10時30分～正午
　　　　　　　　　  ②午後1時30分～3時
ところ　大津町まちづくり交流センター（大津1189ｰ2）
応募資格　①男女共45歳以下　②男45歳・女40歳以上
募集数（先着順）　①②とも男女各5人
参加費　１，０００円（当日徴収）別途入会登録費1,000円
必要書類　履歴書1通・写真3枚（上半身・はがきサイズ）、
　　　　　独身証明書
主　催　認定ＮＰＯ法人はっぴぃ♡はっぴぃ
問●申桐

きり

原
はら

☎0８0（２７４５）７７８８

幸せさがし・婚活パーティ

　スクエア・ステップ運動と正しい姿勢・歩行運動で若返
り、健康になりませんか。スクエアステップ協会公認指
導員が正しい姿勢、ウオーキング、エクササイズを教え
ます。認知症を避けて、一緒に楽しく元気になりましょう。
と　き　第２・４㈬（月2回）　午後1時～3時
ところ　七城公民館和室
参加費　1回１，０００円／人（空調費別）
持参品　運動しやすい服装、マスク、タオル、飲料水
問●申山

や ま

田
だ

　☎0９0（１５１５）８０３５
Ⓗhttps://yamada-balance.amebaownd.com/

認知症予防に
スクエア・ステップ健康倶楽部

　空き家の管理、売却、相続、遺言など、不動産のことで
気になることやお悩みはありませんか。どんなことでも
気軽にご相談ください。不動産解決のプロが対応します。

と　き　2月２７日㈰　午前10時～午後4時
　　　　（1組1時間で限定4組・先着順）
ところ　コーエイ不動産（野間口338ｰ1）
参加費　無料
問●申コーエイ不動産　平

ひら

川
かわ

　☎（２３）７１00

「不動産なんでも相談会」を開催します

　楽しいイベントや教室のお知らせなど、皆さんが知ら
せたいと思う情報を投稿してください。編集の都合上、
掲載できない場合もありますのでご了承ください。
申込期限　掲載希望月の前月の1日～10日
募集枠数　先着８枠（毎月）
文字数　約25文字×10行（タイトル除く）
申込方法　市ホームページの申込フォーム、
または申込書を直接提出してください。
問●申市長公室広報交流係 ☎0968（25）7252

市民の広場への投稿を募集しています

新型コロナウイルス感染症の影響により掲載内容が変更にな
る場合があります。最新情報はホームページをご確認ください。

申込フォーム⇒

古き時代より代々受け継がれた雛人形が
大集合！ 一つ一つ丁寧に飾り付けた手作
りの吊るし雛も展示します。

【期　間】 2月11日㈮㈷～3月6日㈰
【ところ】  菊池観光交流館、市役所本庁舎、市生涯

学習センターなど

【期　間】 3月1日㈫～21日㈪㈷
【ところ】 わいふ一番館 ※㈪休館

【問い合わせ先】
菊池さくらまつり実行委員会
☎0968（25）0513 ※菊池観光協会内

新型コロナの感染状況により内容が変更になる場合が
あります。最新の情報は菊池観光協会のホームページ
をご覧ください。

ホームぺージ→

雛人形の展示

吊るし雛の展示

【期　間】 2月11日㈮㈷～3月6日㈰
　　　　 ①午前10時～ ②午後2時～ ※各回2人まで

【ところ】 菊池観光交流館
【体験料】 1人1,300円
【内　容】  最新テクノロジーを活用した新感覚の街歩き

アクティビティ。ひなまつり開催期間中は女性
限定で、先着30人にくまモンのピンバッジを
プレゼントします。

武光公の道連れ菊池さんぽ
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農
地
を
管
理
せ
ず
に
放
置
す
る
と
、雑
草

が
繁
茂
し
、害
虫
の
発
生
や
ゴ
ミ
の
不
法
投

棄
な
ど
の
原
因
と
な
り
、近
隣
の
住
民
や
農

地
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
農
地
の
所
有
権
ま
た
は
賃
借
権
な
ど
を
有

す
る
人
な
ど
は
、農
地
を
適
正
に
管
理
す
る

責
務
が
あ
り
ま
す
。
農
地
は
、一
度
荒
れ
て

し
ま
う
と
、元
の
状
態
に
戻
す
の
に
労
力
と

費
用
が
か
か
り
ま
す
の
で
、定
期
的
に
草
刈

り
を
す
る
な
ど
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
農
地
の
管
理
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
や
農

地
の
貸
し
出
し
を
希
望
す
る
場
合
は
、地
元

の
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

農
地
の
売
買
や
賃
貸
借
、農
地
転
用
の
申

請
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
は
、農
業
委
員
会

総
会
に
は
か
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
締
切
日

ま
で
に
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
通

常
は
毎
月
25
日
に
締
め
切
っ
た
申
請
を
翌

月
の
10
日
の
総
会
で
審
議
し
て
い
ま
す
が
、

2
月
は
日
数
が
少
な
い
た
め
締
切
日
が
早

く
な
り
ま
す
。

２
月
の
申
請
締
切
日　
２
月
22
日
㈫

農地の売買や転用、そのほか農地に関することは、
お気軽にご相談ください。

問い合わせ先
農業委員会　☎0968（25）7235
七城支所　　☎0968（25）1080
旭志支所　　☎0968（25）3334
泗水支所　　☎0968（25）2155

　
ま
た
、
認
定
農
業
者
な
ど
の
一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
人
に
は
、
保
険
料
の
国
庫
補
助

が
あ
り
ま
す
。

　　
農
地
を
貸
し
借
り
す
る
場
合
は
、お
互
い

で
話
し
合
っ
て
賃
借
料
を
決
定
し
て
く
だ
さ

い
。
参
考
と
し
て
、菊
池
市
賃
借
料
情
報
を

掲
載
し
ま
す
。
農
地
の
形
状
な
ど
を
考
慮
し

て
、料
金
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

　
毎
月
25
日
が
申
請
書
提
出
の
締
切
日
で
す

が
、４
月
は
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を
は

さ
む
た
め
、締
切
日
が
早
く
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

４
月
の
申
請
締
切
日　
４
月
20
日
㈬

●
農
業
者
年
金
と
は

　
20
歳
以
上
60
未
満
の
国
民
年
金
第
1
号
被

保
険
者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し

て
い
る
人
は
誰
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

　
積
立
方
式
で
少
子
高
齢
化
の
時
代
に
対
応

し
た
安
定
し
た
制
度
で
す
。
途
中
で
や
め
て

も
年
金
が
受
け
ら
れ
、
80
歳
保
証
付
き
の
終

身
保
険
で
す
。

●
保
険
料
は
い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す

　
保
険
料
は
、
月
額
2
万
か
ら
6
万
7
千
円

の
間
で
自
由
に
決
め
ら
れ
、
経
営
の
状
況
や

老
後
設
計
に
応
じ
て
い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

※
35
歳
未
満
で
認
定
農
業
者
に
該
当
し
な
い

　
な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
は
、
月
額

　
１
万
円
か
ら
６
万
7
千
円
ま
で

●
税
制
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す

　
⽀
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
住
民
税
が

節
税
で
き
ま
す
。

農
地
を
適
正
に

管
理
し
ま
し
ょ
う

２
月
の
申
請
締
切
日
は

２
月
22
日
㈫
で
す

菊池市の身近な自慢の風景を募集したところ、
今回は38点の応募がありました。投票で決定
した入賞作品６点を紹介します。

『棚田に手植えの拘り人』
山
やま

田
だ

隆
たか

博
ひろ

さん（七城松島）

『菊池一族を学ぶ学生たち』
山
やま

田
だ

隆
たか

博
ひろ

さん（七城松島）

『釣れるまで帰れまテン!!』
中
なか

川
がわ

　浩
ひろし

さん（立石）

『柚子胡椒作り』
大
おお

塚
つか

智
とも

浩
ひろ

さん（永）

『わが家のあととり』
高
たか

濱
はま

伸
しん

一
いち

さん（小野崎）

『Mama I Love You』
森
もり

田
た

亜
あ

由
ゆ

美
み

さん（遊蛇口）

撮
影
場
所
：
重
味

撮
影
場
所
：
菊
池
武
光
公
墓
所

撮
影
場
所
：
自
宅

撮
影
場
所
：
七
城
町
高
田

撮
影
場
所
：
千
畳
河
原

撮
影
場
所
：
隈
府
よ
か
と
こ
広
場
付
近

田 畑 参考賃借料
（水稲）平均額 データ数 平均額 データ数

菊
池
地
区

平坦地 23,034円 122 14,920円 50 20,884円

中山間地 16,514円 145 15,150円 33 18,438円

七城地区 21,040円 169 11,798円 13 22,303円

旭志地区 14,663円 102 11,128円 147 14,872円

泗水地区 20,559円 42 11,253円 95 20,478円

※ 令和3年１月から12月までの10アール当たりの平均賃借料。なお、農地法の改
正により標準小作料は廃止

４
月
の
申
請
締
切
日
は

４
月
20
日
㈬
で
す

農
業
者
年
金
の
ご
案
内

令
和
3
年

農
地
賃
借
料
情
報（
参
考
）

←フェイスブック 二次元コード
菊池市  協力隊

vol.55

【 

問
い
合
わ
せ
先 

】

企
画
振
興
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

合
気
道
の
精
神
を
広
め
る
た
め

任
期
後
は
起
業
を
予
定

３
月
末
で
３
人
の
隊
員
が
３
年
間
の
任
期
を
終
え
卒
業

し
ま
す
。
12
月
号
～
２
月
号
で
、３
人
の
隊
員
そ
れ
ぞ

れ
に
、こ
れ
ま
で
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

地
域
健
康
プ
ラ
ン
ナ
ー

森も
り

田た 

雅ま
さ

史ふ
み

さ
ん
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市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

市内３高校の魅力を伝えます！

vol.90

問い合わせ先 ☎0968（25）3032

　

菊
池
市
域
学
連
携
事
業
の
一
環
で
、
菊

池
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
皆
さ
ん
と
生
徒

が
共
同
で
製
作
し
て
い
る
「
脳
ト
レ
」
が

大
好
評
で
す
。
市
内
の
公
民
館
に
出
張
し
、

高
齢
者
の
方
と
一
緒
に
ク
イ
ズ
を
解
い
た

り
健
康
体
操
を
し
た
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄

に
な
り
が
ち
で
す
が
、
生
徒
の
明
る
い
笑

顔
と
お
し
ゃ

べ
り
、
そ
し

て
脳
ト
レ
が

少
し
で
も
皆

さ
ん
の
お
役

に
立
つ
こ
と

を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

本
校
で
は
、
熊
本
ベ
ル
エ
ベ
ル
美
容
専

門
学
校
の
先
生
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
メ
イ
ク
の
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
に
開
催
し
た
第
２
回
ヘ
ア
メ

イ
ク
講
座
で
は
、
髪
の
毛
で
バ
ラ
を
作
り
、

モ
チ
ー
フ
に
す
る
ヘ
ア
ア
レ
ン
ジ
に
挑
戦
。

初
め
は
悪
戦
苦
闘
し
て
い
た
生
徒
た
ち
も
、

思
い
思
い
の
バ
ラ
を
か
た
ど
り
、
エ
レ
ガ

ン
ト
な
作
品
を
作
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、

卒
業
後
の
マ

ナ
ー
メ
イ
ク

や
福
祉
メ
イ

ク
の
講
座
も

進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

郷土芸能部が
わくわく座の舞台に出演中

　

昨
年
11
月
20
日
、
一
昨
年
に
続
き
、
菊

池
市
ふ
る
さ
と
創
生
市
民
広
場
で
感
染
対

策
を
十
分
に
施
し
、
菊
女
フ
ェ
ス
タ
を
開

催
し
ま
し
た
。
晴
天
の
下
、
大
勢
の
方
に

来
場
い
た
だ
き
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
届
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

菊
女
恒
例
の
振
袖
着
付
け
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
に
加
え
、
今
回
は
熊

本
ベ
ル
エ
ベ
ル
美
容
専
門
学
校
と
家
庭
科

の
３
年
生
に
よ
る
ヘ
ア
メ
イ
ク
シ
ョ
ー
が

新
た
に
登
場
。
来
場
者
の
視
線
を
釘
付
け

に
し
ま
し
た
。

　

菊
池
第
２
さ
く
ら
幼
楽
園
の
フ
ラ
ッ
グ

演
技
、
砦
保
育
園
と
の
女
子
舞
コ
ラ
ボ
、

菊
女
バ
ト
ン
ジ
ュ
ニ
ア
「t

ト
ゥ
イ
ン
ク
ラ
ー
ズ

w
inklers

」

も
か
わ
い
ら
し
い
姿
で
会
場
を
盛
り
上
げ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
、
菊
人
形
・
菊
ま
つ
り
の
終

了
後
に
、
菊
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
皆
さ

ん
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
菊
の
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
制
作
し
ま
し
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
施

し
て
完
成
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
関
連
で
大
変

だ
っ
た
市
の
健
康
推
進
課
を
は
じ
め
、
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
に
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
贈
呈
。
受
け
取
っ
た

方
に
も
笑
顔
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
年
に
向
け
て
１
年
生
が
し
め

縄
作
り
に
挑
戦
。
松
や
縁
起
物
の
飾
り
を

付
け
た
個
性
豊
か
な
し
め
縄
が
完
成
し
ま

し
た
。
世
界
に
一
つ
だ
け
の
し
め
縄
は
、

新
春
の
生
徒
た
ち
の
家
の
玄
関
を
華
や
か

に
彩
り
ま
し
た
。

北原区いきいきサロンに出張

ヘアマネキンを使ってヘ
アアレンジに挑戦

　熊本城ミュージアムわくわく座
の特別舞台『舞踊団花童 &はつ
喜「加藤清正～民衆との絆～」』
に、郷土芸能部が出演しています。
舞台の総合演出を務める中

なか

村
むら

花
か

誠
せい

先生の指導の下、稽古に励ん
できました。
　特別舞台はわくわく座で昨年
10月から月に１回開催。残りの２
月５日㈯と３月５日㈯の舞台も精
一杯演舞したいと思います。

メッセージを添えて贈りました

インスタグラムで
菊女ライフを発信中！

生徒たちの元気な姿を
お届けしています。

　5年生がおいしいお茶の淹れ方を校区内にある
斉藤製茶園の園主で日本茶インストラクターの斉

さ い

藤
と う

敏
と し

春
は る

さんから学びました。座学の後、班に分かれ
てお茶の入れ方を実践。おいしさの決め手は茶葉
の量と湯の温度。最後の１滴まで絞り出したお茶の
色や味、香りに子どもたちは笑顔いっぱいでした。

12月23日
いしいお茶の入れ方講座お

旭志小学校

　地域・学校・家庭との交流として「わくわく東っ子
フェスタ」を実施しました。午前は菊池で活躍する
人々を講師に、学年ごとにカスタネット製作やサイ
エンスショー、絵手紙などの講座を行い、午後は保
護者が来校し学習発表会を行いました。感染防止
対策を行いながら無事開催することができました。

12月17日
域に学ぶ東っ子フェスタを開催地

泗水東小学校

　本校では児童の体力や持久力、投力の向上を図
るための取り組みを行っています。2・3時間目の間
で行う「業間体育」では、学年を越え、それぞれの
ペースに合わせて構成する縦割り班対抗の「5分間
走」、昼休みには学年対抗の「ドッジボール・バトル」
を実施。思いっきり体を動かし、汗をかいていました。

10月～11月
げて走って体力アップ!投

菊池北小学校

湯飲みにお湯を注ぎ、約70度に冷まして急須に入れ約1分待つと、
おいしいお茶ができあがりました

4年生は荒
あら

木
き

康
やす

孝
たか

さん（朝日団地）に紙飛行機の作り方や飛ばし方
を、6年生は地域の皆さんらに門松作りを教わりました

ドッジボール・バトルは体育委員会が企画しました。縦割り班対抗
の5分間走は、他の学年とも協力し合いながら取り組んでいます

菊池南中学校
びがいっぱいの委員会活動学 12月14日

心肺蘇生法は予想以上に力が必要でした。地域活動委員会は菊池
農業組合提供の花を使い、フラワーアレンジメントを教わりました

　各委員会で地域学校協働活動を実施しました。
体育・安全委員会では、菊池北消防署に心肺蘇生法
や AED の使い方を教わりました。図書委員会は、
市立図書館の司書にアドバイスをもらい、本のキャッ
チコピーを考案。保健委員会は、国境なき医師団
で活躍した医師に世界の医療情勢を学びました。

七城中学校
アニストや他校と交流を深めるピ 11月26日・12月14日

月足さんの演奏や講話に皆、心打たれていました。オンライン交
流では相手校のプレゼン後、質問やクイズなどを出し合いました

　11月に親子教育講演会で、左手のピアニストの
月
つ き

足
あ し

さおりさんを講師にピアノ演奏と講話を実施。
月足さんは自身の経験談や演奏曲に込めた思いな
どを語りました。12月には水俣第一中学校と「環境」
をテーマにオンライン交流を実施。ごみ分別や水
俣病などについて意見を交わし、交流を深めました。

25 242022 February広報きくち2022 February広報きくち



※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※��イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市のPRのために
撮影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

同クラブは、昨年の八木杯軟式野球大会、県会長旗軟式野球大会も
制覇しています

　KOOB野球クラブ（田
た

中
なか

修
しゅう

一
いち

監督・桜山二）が高松宮賜杯
第65回軟式野球熊本県大会で優勝し、リブワーク藤崎台球
場で開催された全国大会に出場しました。全国大会では、一
致団結し試合に挑み、2回戦で惜敗しました。

全国大会にKOOB野球クラブが出場
10月24日　高松宮賜杯第65回全日本軟式野球大会

㊧から音
おん

光
こう

寺
じ

以
い

章
しょう

教育長、市校長会会長で泗水西小学校の津
つ

幡
ばた

光
みつ

浩
ひろ

校長、九州テイ・エス㈱の佐藤代表取締役社長

　九州テイ・エス㈱が横断旗を市内の小中学校へ寄贈。佐
さ

藤
とう

仁
きみ

俊
たか

代表取締役社長は「子どもたちの安全確保のために
活用してほしい」と話しました。横断旗は子どもたちの登下
校時の安全のために大切に活用します。

子どもたちの安全を願って横断旗を寄贈
11月18日　九州テイ・エス㈱

参加者は豚汁やおにぎりなどを味わいました。山口代表は「地域に
安心できる場をつくりたい」と企画。今後は月1回、開催予定です

　（一社）タン♪カルムによる子ども食育食堂が代表の山
やま

口
ぐち

法
のり

子
こ

さん（深川）の自宅で開催され、30人以上の親子が参加
しました。防災士の宇

う

野
の

木
き

康
やす

子
こ

さん（間所）による子ども防
災学習会もあり、災害時に手軽にできる料理法を学びました。

タン♪カルムが子ども食育食堂を開催
11月23日　子育て世代の親の交流の場を

柴田さんは「菊池の歴史や刀鍛冶のことをもっと多くの方に知って
もらいたうために頑張っていきたいです」と話しました

　柴田寛さん（稗方）が令和3年度熊本県文化財功労者に選
ばれました。 元市文化財保護委員会副会長の柴田さんは、
市文化財保護委員会委員として稗方の延寿鍛冶の調査・研
究に貢献。郷土の文化財の保護や普及に努めてきました。

柴
しば

田
た

寛
ひろし

さんが県文化財功労者表彰を受賞
11月6日　稗方の延寿鍛冶の調査・研究に貢献

㊧から岩
いわ

永
なが

誠
せい

剛
ごう

会長（道園）と野
の

満
みつ

昭
あき

夫
お

さん（道園）。岩永会長は「若
い世代と共に、これからも活動に励んでいきたい」と話しました

　重味椿会が第32回「みどりの愛護」功労者国土交通大臣
表彰を受賞しました。同会は平成24年から道園地区の耕作
放棄地にツバキなどの花を植え、景観を改善。地区全体の
公園化を進め、地域活性化に尽力してきました。

重
しげ

味
み

椿
つばき

会
かい

が「みどりの愛護」を受賞
11月18日　功労者国土交通大臣表彰

隈部さんは「学ぶことがたくさんあった。今後は認知症アドバイザー
として地域の一人暮らしの方と関わっていきたい」と語りました

　隈部実千代さん（井戸方）が昨年10月1日付けの人権擁
護委員の退任にあたり、法務大臣から感謝状を贈呈されま
した。隈部さんは2期6年にわたり人権相談や福祉施設、企
業へ訪問し、人権啓発活動に尽力してきました。

人権擁護委員の隈
くま

部
べ

実
み

千
ち

代
よ

さんが受領
11月18日　法務大臣感謝状伝達式

川口支部長は「清掃作業を行ったことで、きれいになったようで良か
った。今後も継続していきたい」と話していました

　市商工会青年部泗水支部（川
かわ

口
ぐち

和
かず

彦
ひこ

支部長・永）の15人が
道の駅泗水周辺や国道387号沿いを中心に清掃作業を実施。
一昨年に続き昨年もコロナ禍のため、泗水孔子公園夏まつ
りが開催できなかったことを受け、清掃を行いました。

清掃作業でまちを少しでもきれいに
11月19日　市商工会青年部泗水支部

5月に植えた花や雑草を
抜き、花壇をきれいにした
後に生徒たちが育てた花
の苗を丁寧に植えました

　菊池農業高校の生徒9人が市文化会館の花壇の花を冬に
向けて植え替えました。約2時間かけて、ビオラやハボタン
などの冬の花を植えました。近くを通った際には、寒さの中
でも美しく咲いている花々をお楽しみください。

菊農生が花壇を冬の花に植え替え
11月17日　菊池市文化会館

太田黒家は江戸時代、日田往還の番所（関所）の役人を代々務めまし
た。太田黒家は個人の所有で、現在は一般公開されていません

　国の文化審議会で生味の「太田黒家住宅主屋」と「太田黒
家住宅蔵」を国登録有形文化財 ( 建造物 )にするよう、文部
科学大臣に答申されました。今後、正式に登録予定で、登録
されれば市内では8・9件目となります。

太田黒家住宅が国登録有形文化財へ
11月19日　歴史的価値を残すために

地区の人は「神楽の後継者問題で頭を悩ませる中、若い人たちが真
面目に取り組んでくれているのでありがたい」と話していました

　矢護神社で、湯舟神楽（市指定無形民俗文化財）が行われ
ました。神社では11時頃から神事が行われた後、神楽を奉
納。区民や子どもたちが見守る中、太鼓・笛の各1人、舞人4
人で4つの舞が披露されました。

湯舟神楽が奉納されました
11月21日　矢護神社（湯舟）

園児たちは自分より背の高くなったサトウキビを持ち、「大きい!」「食
べるのが楽しみ」と小さな手で一生懸命に皮をむいていました

　田島保育園の園児ら34人が同園の畑でサトウキビを収穫。
園では食育・農育のために、毎年、サトウキビを育て収穫し
黒蜜を作っています。サトウキビは後日、保護者と一緒に専
用の機械を使い黒蜜にし、給食のおやつに使われました。

園児がサトウキビの収穫に挑戦
11月24日　田島保育園

紙芝居を見た人たちは、「当時の様子を知ることができ、
戦争の怖さを改めて感じた」と話していました。今後
は市内の小学校で語り継いでいく予定です。デジタ
ル紙芝居としてきくち圏域電子図書館でも閲覧可 →

　泗水中学校の生徒が、菊池飛行場の元少年飛行兵の戦
争体験談を基に制作した紙芝居を泗水公民館で披露。生徒
たちは「花房（菊池）飛行場の戦争遺産を未来につたえる会」
の協力の下、制作。一生懸命に読み聞かせを行いました。

中学生が戦争体験の紙芝居を披露
11月20日　平和と戦争の記憶を継承するために
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※ホームページにもトピックスを掲載しています。ぜひご覧ください。
　市ホームページ　https://www.city.kikuchi.lg.jp/

※��イベント当日は、市広報や市ホームページ、各種媒体などへの掲載のほか、市のPRのために
撮影や取材を行うことがあります。撮影、取材へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

市が花房台に誘致した㈲竹内園芸から提供された花を活用しました。
市役所前の道路沿いの花壇が花いっぱいになりました

　菊池南中学校の栽培委員会が市役所庁舎前の花壇に花
を植えました。菊池南中学校は昨年、市主催のガーデニン
グコンテストで団体部門金賞を受賞し、学校正門前の花壇
も日頃からきれいに整備しています。

市役所前の花壇が花いっぱいに
11月26日　菊池南中学校栽培委員会

毎年、春と秋に「城山の日」と称して清掃活動を行っています

　毎年開催している秋の「城山の日」清掃活動を実施しまし
た。菊池公園や市民広場一帯を約1時間半かけて約400人
で清掃。ごみ拾いや落ち葉掃き、カズラ取りなどを行い、早
朝から額に汗を流しました。

菊池公園や市民広場一帯をきれいに
11月28日　秋の「城山の日」清掃ボランティア

寄贈に伴い、市教育委員会はスポーツ推進委員と協力し、七城中学
校1年生の体育でモルックのルールとマナーをレクチャーしました

　菊池ロータリークラブ（杉
すぎ

田
た

不
ふ

二
じ

男
お

会長・高永）が市内す
べての小中学校と放課後クラブへ計71セットのモルックを
寄贈。当クラブは令和3年度に創立50周年を迎えるため記
念事業として、青少年育成事業の一環で寄贈しました。

市内の全小中学校へモルックを寄贈
12月15日　菊池ロータリークラブ

笠代表世話人は「防犯強化・犯罪防止の一助としてカメラを設置する
ことで、市民や観光客の安心感につながれば」と話しました

　商工会や観光協会などでつくる「菊池温泉安全きれいな
街づくり会議」（笠

りゅう

愛
あい

一
いち

郎
ろう

代表世話人・生味）は、立町区交差
点と正観寺交差点に防犯カメラを設置。本団体は犯罪のな
い安全で安心なまちづくりの推進のため活動しています。

防犯カメラでより安全・安心な温泉街へ
11月29日　菊池温泉安全きれいな街づくり会議

児童は「学校の近くで起きた出来事を知ることができた。今度、お父
さんやお母さんと一緒に見に来ようと思います」と話しました

　菊池北小学校が、坂
さか

本
もと

博
ひろし

さん・栄
えい

子
こ

さん夫妻（高野瀬）を
講師に、地域の歴史や西南戦争、第2次世界大戦に関する平
和学習を実施。児童は菊池公園周辺の史跡を訪れ、夫妻の
話に耳を傾けながらメモを取っていました。

小学生が地域の歴史や平和を学習
12月16日　菊池北小学校

学生ら23人はまち歩きをしながら、菊池一族の史跡や風景を撮影。
動画は菊池ファンクラブのホームぺージで公開しています

　九州産業大学と熊本県立大学、U-Bito JAPAN㈱（村
むら

上
かみ

貴
たか

志
し

代表）が協力し、動画を活用した観光客誘致のための取り
組みを実施。学生の感性や行動力を生かし、地域活性化や
人材育成を目的とした「域学連携事業」の一環で行いました。

動画を活用して菊池の魅力を発信
11月27日　大学生がまち中をフィールドワーク

児童らはゲームを体験しながら、ゲームの裏側はどのようになってい
るのかなどプログラミングの基本や中身について楽しく学びました

　熊本高等専門学校の学生が開発したプログラミング教材
と遠隔システムの実証実験が花房小学校で行われました。
学生開発のシステムで教室間をつないだ後、児童たちは学
生が作成したゲームを体験しました。

小学生がプログラミングに触れました
12月13日　熊本高等専門学校

子ども神楽もあり、子どもたち
はこれまでの練習の成果を披
露。その後、地元の20～40代
の男性で構成される赤星神楽
連の奉納が行われました

　赤星菅原神社の天満宮祭で、赤星天満宮神楽（市指定無
形民俗文化財）が行われました。赤星天満宮神楽は初舞、御
願立て、風止め、天満宮祭の年4回奉納されています。当日
は寒い中にも関わらず、多くの人が訪れていました。

赤星天満宮神楽が奉納されました
11月29日　赤星菅原神社（下赤星）

江
え

頭
がしら

実
みのる

市長㊨がオンラインで感謝状を贈呈。一
ひとつ

橋
ばし

俊
しゅん

司
じ

代表取締役
社長（テレビ画面内）は「七城に工場を進出して50年。今後も市の発
展に携わりたい」と話しました

　医療等衛生材料メーカーのハクゾウメディカル㈱が市第1
号となる企業版ふるさと納税を寄附しました。寄附金は、「菊
池市まち・ひと・しごと創生推進計画」に基づき、健康分野の
予防接種事業で有効に活用します。

企業版ふるさと納税を寄附
12月16日　ハクゾウメディカル㈱

SDGsや市の政策などについての講話やカードゲームを通し、菊池
の未来について考え、語り合う貴重なひとときとなりました

　SDGsを積極的に推進する（一社）菊池青年会議所と市が
共催し、「菊池未来図 by SDGs」と題しワークショップを開催。
菊池高校、菊池女子高校、菊池農業高校から30人の生徒が
参加しました。市は昨年SDGs未来都市に認定されています。

高校生が菊池の未来を語り合いました
12月4日　S

エスディージーズ

DGs のワークショップを開催

　住吉日吉神社で、住吉日吉神社神楽（市指定無形民俗文
化財）が行われました。神楽の構成は太鼓・笛の各1人、舞人
3人で2つの舞を披露。神楽の「奉剣の座」を奉納後、玉串
が献上され神事は終了。その後、神楽が一座行われました。

住吉日吉神社神楽が奉納されました
12月18日　住吉日吉神社（上住吉）

←動画はこちらから視聴できます

　岩本区の岩本巻天神の椋の木（市指定文化財・天然記念
物）前で、岩本神楽（市指定無形民俗文化財）が行われました。
神楽は40代男性を中心とする岩本神楽保存会により、夏祭
りと秋祭り、岩本天神祭の年3回奉納されています。

岩本神楽が奉納されました
12月15日　岩本天神祭（おてんじんさん祭り）

本神楽は明治4年に村民の幸福
と豊かな生活を祈願するため始
められました。椋の木に巻かれ
たしめ縄が早く腐った年は豊作
になるといわれています

本神楽を運営する住吉日吉神
社神楽組は、明治39年に上住
吉在住の青年有志によって発
足。昭和46年に保存会が組織
され、神楽を受け継いでいます
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稗
ひえ

田
だ

虎
こ

侑
う

己
な

ちゃん（小原）

3歳 H31年2月28日生まれ
山
やま

本
もと

紗
さ

菜
な

ちゃん（富の原中央）
1歳 R3年2月25日生まれ

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長の部屋から「メッセージ」
https ://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭  実vol.94

◆
宝
島
社
発
行
の
月
刊
誌
「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」
で
、

今
年
の
「
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
」
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
か
ら
応
募
し
た
市

町
村
の
移
住
政
策
を
数
値
化
し
、
人
口
規
模
別
に
５

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
若
者
世
代
・

子
育
て
世
代
・
シ
ニ
ア
世
代
別
に
順
位
付
け
す
る
も

の
で
す
。
10
回
目
の
今
年
は
７
５
１
自
治
体
が
参
加

し
ま
し
た
。
◆
本
市
は
若
者
世
代
部
門
で
19
位
、
子

育
て
世
代
18
位
、
シ
ニ
ア
世
代
19
位
と
、
３
部
門
全

て
に
お
い
て
全
国
ベ
ス
ト
20
位
以
内
の
好
評
価
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
県
内
他
市
で
は
、
本
市
と
同
規
模

グ
ル
ー
プ
（
人
口
３
～
５
万
人
）
で
ベ
ス
ト
50
以
内

に
入
る
市
は
１
部
門
も
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
グ
ル
ー

プ
で
も
天
草
市
（
５
～
20
万
人
）
が
２
部
門
に
お
い

て
33
位
と
34
位
に
つ
け
る
の
み
で
あ
り
、
本
市
が
積

み
上
げ
て
き
た
移
住
政
策
が
一
定
の
競
争
力
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
◆
こ
れ
と
は
別
に
、

最
近
あ
る
不
動
産
会
社
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
本
市
は
県
内
で
「
住
み
続
け
た
い
街
」
の
第

３
位
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
本
市
に
関

し
て
は
「
誇
り
が
あ
る
」「
愛
着
が
あ
る
」
が
上
位

に
入
っ
て
い
ま
す
。
住
民
の
直
接
の
声
で
あ
る
だ
け

に
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
が
、
一
方
で
「
住
み
た

い
街
」
の
ベ
ス
ト
10
は
ほ
と
ん
ど
が
交
通
利
便
性
の

高
い
熊
本
市
周
辺
地
域
で
す
。
◆
本
市
に
は
鉄
道
も

高
速
道
路
も
な
い
た
め
や
む
を
得
な
い
点
も
あ
り
ま

す
が
、「
住
み
続
け
た
い
街
」
と
し
て
の
高
評
価
に
は
、

住
ん
で
こ
そ
分
か
る
菊
池
の
良
さ
が
表
れ
て
い
る
気

が
し
ま
す
。
も
っ
と
多
く
の
人
に
菊
池
の
魅
力
を
伝

え
る
た
め
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
絶
え
間
な
い
努
力

が
必
要
で
す
。
こ
れ
は
終
わ
り
の
な
い
旅
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
う
れ
し
さ
と
厳
し
さ
の
両
方
を
感
じ
た
ラ

ン
キ
ン
グ
結
果
で
し
た
。

終わりのない旅

２月23日
㈬㈷

清原医院（内・小） 菊池市 0968（38）2106

中野クリニック（内・消・腎） 菊池市 0968（25）5861

かとう整形外科光の森（整） 菊陽町 096（349）2255

堀田眼科（眼） 菊陽町 096（292）3455

泗水中央薬局 菊池市 0968（38）6820

２月27日
㈰

菊池こどもクリニック（小） 菊池市 0968（25）1164

ナカシマセブンクリニック（内） 合志市 096（288）0777

あらいクリニック（内・外） 大津町 096（293）2358

いけだ泌尿器科・内科（泌・内） 菊陽町 096（233）1000

林歯科医院 菊池市 0968（24）4182

３月６日
㈰

古賀医院（内・循・小） 菊池市 0968（38）2222
くまもと免疫統合医療クリニック（腫瘍内
科・胃内・外・乳腺内科・婦） 合志市 096（277）1205

矢野医院（内・外） 菊陽町 096（232）5266

ちとせ眼科（眼） 菊陽町 096（243）1100

ほまれ歯科クリニック 菊池市 0968（41）8841

３月13日
㈰

Ｌｅｅこどもクリニック（小・小外） 合志市 096（215）5980

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191

森本整形外科医院（整・リハ・リウ・形） 合志市 096（242）2231

まつもと耳鼻咽喉科医院（耳） 菊池市 0968（23）6111

菊陽うえき歯科クリニック 菊陽町 096（285）8476

休日在宅当番医
※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡

市医師会ホームページや菊池郡市医師会テレホンサービス
（歯科と薬局は除く）☎0968(25)３３００でご確認ください

菊池郡市医師会ホームページ　→

２月６日
㈰

なみかわ小児科（小） 大津町 096（293）1163

光進会クリニック（内・胃・消内・代内・ア・呼内） 大津町 096（294）8888

川口病院（外・整） 菊池市 0968（25）2230

むさし眼科クリニック（眼） 合志市 096（248）6390

光の森歯科クリニック 菊陽町 096（340）2611

２月11日
㈮㈷

河野内科クリニック（内・呼内・ア・循内・
消内・神内・小） 菊陽町 096（233）1717

仁誠会クリニック大津（腎内・循内） 菊陽町 096（232）9595

田中医院（内・胃内・外） 菊池市 0968（38）7070

たに耳鼻咽喉科アレルギー科（耳・ア） 菊陽町 096（233）3387

うさぎの谷薬局泗水店 菊池市 0968（３８）７０８８

２月13日
㈰

竹田津医院（内・小） 大津町 096（293）2521

たぶち内科循環器科（内・循） 菊陽町 096（233）3588

杜の里　かねこクリニック(内・胃・外） 菊池市 0968（23）7522

斎藤産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（24）1177

よつば薬局菊池店 菊池市 0968（36）9373

みさきの歯科医院 大津町 096（285）4182

２月20日
㈰

古荘医院（内・小） 菊池市 0968（25）2046

ふくだ医院（内・耳・ア・泌） 大津町 096（293）2771

岩本整形外科（整・リハ・リウ） 合志市 096（223）8899

ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131

ながた歯科 合志市 096（344）2385
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子育て中の親子が安心して立ち寄ることができる
施設を｢赤ちゃんの駅｣として募集・登録しています。
施設一覧はホームページをご覧ください。
問い合わせ先
子育て支援課子育て支援係 ☎0968（25）7214

施設から一言
菊池市ふるさと創生市民広
場から徒歩５分のサロンで
す。お散歩の途中など、お
気軽にご利用ください。

施設から一言
当店では、授乳・おむつ交
換の場、ミルク用のお湯
の提供をしています。また、
子ども用の本、おもちゃも
ありますので、お気軽にお
立ち寄りください。

菊池美容整体
英 ～はなぶさ～

美容室 きらら

隈府１６２７番地 ２号室
☎090（9578）0121

木柑子１４９３-２
☎0968（24）6068

㈫～㈰ 午前９時～午後６時
不定休

午前１０時～午後５時
　　　　  授乳やおむつ交換の場、
ミルク用のお湯の提供

　　　　　授乳やおむつ交換の場、
ミルク用のお湯の提供

利用時間 利用時間

利用内容 利用内容

専用フォーム→

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
令和４年３月中に誕生日を迎える３歳までの子どもの写真を募集しています。
申込期限　２月10日㈭　　　募集人数　先着24人
申込方法　 市長公室または各支所の広報担当まで申し込んでください。

ホームページからも応募できます。
問い合わせ先　市長公室広報交流係 ☎0968（25）7252

31 302022 February広報きくち2022 February広報きくち


